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二

)
概

説

國
際
仲
裁
裁
判
は
國
際
紛
争

の
平
和
的
解
決
方
法
の

一
で
あ
り
、
其
の
達
成
せ
ん
と
す
る
目
的
は
國
際
平
和
で
あ
る
。
此
の
事
は

仲
裁
裁
判
の
本
質
に
属
し
、
そ
の
不
変
的
特
色
を
な
す
。
時
の
古
今
を
通
じ
て
何
等
の
差
異
の
あ
る
べ
く
も
な
い
。
併
し
乍
ら
、
平

和
の
法
的
意
味

、
詳
言
す
れ
ば
、
平
和
と
、
客
観
的
に
定
立
せ
ら
る
ゝ

法
叉
は
正
義
と
の
本
質
的
關
聯
に
対
す
る
理
解
が
、
時
代
に

よ

つ
て
必
す
し
も
同

一
で
な
い
事
實
に
よ
り
、
仲
裁
裁
判
自
身
の
性
質
に
時
代
的
特
色
を
顯
現
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
。

蓋
し
現
代
國
際
生
活
の
動
向
は
、
軍
に
戦
争
を
忌
避
す
る
傾
向
、
換
言
す
れ
ば
、
戦
争

な
き
状
態

と
し
て

の
平
和
を
の
み
目
的
と

す
る
も
の
で
な
く
し
て
、
平
和
を
し
て

一
の
法
的
秩
序
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
。
第
十
九
世
紀
初
頭
以
來
、
米
國
、
英
國
を
始

め
と
し
て
、
途
に
普
遍
的
と
な
つ
た
諸
々
の
平
和
運
動
に
よ
つ
て
掲
げ
ら
れ
、
國
際
團
體

の
中
に
或
る
程
度
實
現
せ
ら
る
ゝ

に
至
つ

た
綱
領
は
、
之
を
綜
合
し
て
次

の
五
つ
の
項
目
と
す
る
こ
と
が
出
來

る
。

(
一
)
仲
裁
裁
判
、
(
二
)
國
際
椛

力
の
確
立
、
(
三
)
國

際
法
典
編
纂
事
業
、
(
四
)
國
際
法
違
反
に
対
す

る
制
裁

の
紺
織
化
、
(
五
)
軍
備
廃
止

叉
は
軍
備
制
限
。
而

し
て
最
後
の
も
の
は
、

戦
争
が
國
際
紛
争

の
解
決
方
法
と
し
て
、
猫
ほ
重
要
な
る
役
割
を
演
す
る
限
り
に
於
て
は
、
S
i
 
v
i
s
 
 
p
a
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e
m
 
p
a
r
a
 
b
e
l
l
u
m

の
格
率
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四

が
作
用
す
る
以
上
、
無
意
義
で
あ
り
、
却

つ
て
倉
瞼
性
を
含
む
。
言

ふ
所
は
、
軍
備
磯
止
叉
は
制
限

の
問
題

は
、
他
の
平
和
的
紛
争

解
決
の
方
法
が
戦
争

に
代
位
す
る
事
に
依
存
せ
し
め
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然

ら
ば
、
此
の
如
き
代

位
者
は
、
最
早
や
任
意
的
の
も
の
た
る
こ
と
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
平
和
的
解
決
方
法
に
対
す

る
附
託
が
任
意
的
で
な
い
の
み
な
ら

す
、
當
該
方
法
の
提
供
す
る
解
決
自
身

が
、
そ
の
ま

玉
に
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然

ら
ざ
る
限
り
、
戦
雫

は
終
局

的
に
淺
る
こ
と
Σ
な
り
、
安
全
保
障
は
前
記
の
格
率
の
適
用
を
余
儀
な
く
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
如

ぎ
戦
争

の
代
位
者
と
し

て
の
平
和
的
解
決
方
法
は
、
究
極
に
於
い
て
、
仲
裁
裁
判
で
あ
り
、
し
か
も
義
務
的
仲
裁
裁
判
に
外
な
ら
な

い
。
軍
備
魔
止
の
根
本

條
件
と
し
て
塁
げ
ら
る
る
、
所
謂
精
神

的
軍
備
廃
止
t
h
I
s
a
i
m
e
m
e
n
t
 
m
o
r
a
l

の
問
題
を
別
に
し
て
、
組
織
的
方
面
の
み
に
観
點

を

置
く
と
き
、
仲
裁
裁
判
制
度
の
完
成
こ
そ
は
、
軍
備
展
止
叉
は
軍
備
縮
少
の
根
本
的
條
件
で
あ
る
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

ω

之
に
關
す
る
綜
合
的
研
究
と
し
て
A
.
 
C
.
 
F
.
 
B
e
a
l
e
s
,
 
T
h
e
 
H
i
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t
o
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f
 
P
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r
t
 
a
c
c
o
u
n
t
 
o
f
 
t
h
e
 
o
r
g
a
n
i
s
e
d
 
m
o
v
e
m
e
n
t

f
o
r
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
p
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滲
昭
…。

而
し
て
、
假
り
に
義
務
的
仲
裁
裁
判
が
諸
國
家

の
認
む
る
所
と
な
つ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
個
別
的
國
際
園
艦
の
制
度
た
る
に
止

ま
り
、

一
般
的
國
際
法
團
體

の
常
設
的
制
度
で
な
い
限
り
、
更
に
叉
、

一
切
の
紛
争

に
關
す
る
包
括
的
制
度
た
ら
ざ
る
限
り
、
未
だ

戦
争

に
対
す

る
仲
裁
裁
判

の
代
位
は
確
立
し
て
ゐ
る
と
は
認
め
難
い
で
あ
ら
う
。
仲
裁
裁
判
が
斯
く

一
般
的
國
際
團
體

自
ら
の
制
度

た
る
こ
と
が
要
求
せ
ら
る
曳
こ
と
は
、

一
歩
を
進
め
て
言

へ
ば
、
國
際
團
體

自
ら
の
裁
判
権
力
の
確
立
を
意
味
す
る
。

叉
、
裁
判
自
身
の
執
行
に
つ
い
て
考

へ
て
も
、
裁
判
に
違
反
す
る
當
事
者
が
、
自
ら
救
濟
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、



そ
れ
は
再
び
戦
争

へ
の
復
帰

で
あ
る
、
か
ゝ
る

違
反
に
対
す

る
制
裁
は
、

一
般
に
國
際
法
規
違
反
に
対
す

る
制
裁
み
共

に
、
組
織
化

さ
れ
た
國
際
団
体

自
ら
の
執
行
権
力
に
属
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
し
乍
ら
最
後
に
、
若
し
國
際
法
規
が
不
備
で
あ
り
、
不
確
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
仲
裁
裁
判

剃
決
の
内
客

の
客
糊
的
労
當
は
、

實
際
上
疑
は
れ
る
處
が
あ
る
。
ア
ラ
バ
マ
號
事
件
が
ワ
シ
ン
ト

ン
の
三
規
則
の
制
定
を
必
要
な
ら
し
め
た
事
實
は
、
國
際
法
規
確
定

並
び
に
創
造
の
事
業
の
必
然
性
を
證
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
他
面
に
於
て
、
仲
裁
裁
判
の
問
題
を
外

に
し
て
も
、
國
際
関
係

の
重
要
な
る
部
分
は
、
國
際
法
規
の
欠
訣
叉
は
不
確
定
の
故

に
、
法
的
領
域
の
外
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ひ
い
て
は
姿
意
的
に

理
解
せ
ら
る
㌧
擢
利
の
名
に
於
て
、
制
裁
が
行
は
れ
、
戦
争

が
企
て
ら
る

」
處
あ
り
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
諸
點

を
綜
合
し
て
考
察
す
る
と
き
、
現
代
平
和
観
が
、
軍
に
事
實
的
状
態

と
し
て
の
亭
和
を
主
眼
と

せ
す
、
國
内
的
平
和

に
於
て
見
ら
る
、
如
く
、
國
際
平
和
を
國
際
的
法
秩
序
た
ら
し
め
ん
と
し
て
ゐ
る
事
左
.知
り
得
る
の
で
あ
る
。
之
を
仲
裁
裁
判
に
則

し
て
考
ふ
れ
ば
、
之
を
以
て
戦
争
に
先
立
つ
紛
争
解
決
方
法
と
す
る
の
み
な
ら
す
、
杢
く
戦
争

に
代
位
せ
し
め
、
し
か
も
そ
の
紛
争

解
決
原
理
を
確
定
さ
れ
た
客
観
法
に
置
く
も
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
早
和
観
が
現
實
の
世
界
に
艦
現
し
た
所
は
勿
論
い
ま
だ
些

々
た

る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
跡
を
と
ビ
め
て
ゐ
な
い
の
で
は
な
い
。
今
日
、
戦
争

は
國
際
法
の
領
域
に
於

て
猶
ほ
法
的
制
度
と
し

て
存
続

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
紛
雫
の
平
和
的
解
決
方
法
、
殊
に
仲
裁
裁
判
を
以
て
戦
争
に
先
行
す
る
手
續

と
す
る
の
原
則
は
成

立
し
て
ゐ
る
と
認
め
得
る
し
ー

尤
も
義
務
的
仲
裁
裁
判
の
原
則
は
い
ま
だ
確
立
し
て
ゐ
る
と
は
構
し
得
な

い
の
で
あ
る
が
ー

、

仲
裁
裁
判
が

一
の
司
法
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
法
的
解
決
原
理
の
基
礎
に
於
て
存
し
て
ゐ
る
こ
と
も
、
後
に
述

ぶ
る
如
く
、
明
ら
か
で

歓
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
制
度

の
特
異
性

(
野
見
山
)

(
第
六
巻

第

二
號

一
五

一
)

五
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六

あ
る
。

一
言
を
以
て
言

へ
ば
、
現
代
の
現
實
的
國
際
平
和
は
、
猶
ほ
事
實
的
平
和
た
る
の
性
質
濃
厚
で
あ
る
と
は
い
へ
、
し
か
し
釜

々
法
的
秩
序
に
近
づ
き
つ
玉
あ
9
、
法
的
干
和
と
し
て
の
一
面
を
既
に
裕
か
に
顯
現
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
べ
き

で
あ
る
。

之
に
対
し

て
、
激
羅
巴
中
世
紀
に
於
て
は
、
戦
争

が
法
的
制
度
と
し
て
、
且
つ
j
n
s
t
u
m
 
b
e
l
l
u
m

た
る
爲
め
の
諸

々
の
條
件
の

下
に
、
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
事
は
、
今
日
の
實
情
と
、
原
理
に
於
て
大
な
る
差
隔
あ
り
と
も
思
は
れ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
然
し
平
和
と
職

孚
と
の
間
に
は
、
法
理
論
的
に
は
、
相
等
し
き
価
値

が
認
め
ら
れ
、
國
際
紛
争

の
平
和
的
解
決
方
法
は
、
武
力
的
解
決
方
法
に
対
し

て
、
先
位
を
認
め
ら
れ
て
は
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
戦
争

の
災
害
を
忌
む
人
間

的
感
情
は
、
平
和
的
方
法
を

一
暦
好
ま
し

い
も
の
と
し
て
願
つ
て
は
ゐ
た
が
、
之
に
擦
ら
ぬ
が
爲
め
に
戦
雫
の
正
義
ぱ
法
的
に
蝦
瑛
あ
る
も
の
と
せ
ら
る

」
こ
と
は
な
か
つ
た
。

然
る
に
、
戦
争

が
正
し
い
と
認
め
ら
る
ゝ

こ
と
は
、
戦
争

に
於
け

る
紛
争

の
解
決
原
理
が
法
叉
は
正
義
に
あ

る
事
を
意
味
し
な
い
。

實
力
に
よ
る
解
決
は
法
的
解
決
に
非
す
し
て
、
事
實
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
達
成
す
る
平
和
ば
事
實
的
平
和
で
あ
る
。
叉
平
和

的
方
法
に
し
て
、
武
力
的
方
法
に
対
す

る
先
位
性
を
、
法
的
観
勤
に
於
て
、
有
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
戦
争

に
よ
り
強
制
せ
ら
る

玉
平
和
を
、
張
制
な
き
平
和
と
同
価
値

に
於
て
見
る
こ
と
で
あ
り
、
平
和

一
般
の
法
的
性
質
を
減
す
る
も
の
と
さ
へ
稻
す
る
こ
と
を

得
る
、
尤
も
幸
ひ
に
、
戦
争
の
齎
す
災
害
の
故
に
、
正
當
な
る
戦
争

も
、'
能
ふ
な
ら
ば
之
を
避
け
て
、
平
和
的
方
法

に
擦
る
こ
と
が

好
ま
し
い
と
さ
れ
る
事
に
よ
つ
て
、
右
の
鮫
陥
は
補
は
れ
る
に
し
て
も
、
手
和

一
般

の
事
實
性
は
な
ほ
淺
さ
れ
て
ゐ
る
61

GU

中
世
紀
の
事
和
劉
に
つ
い
て
に
、
本
稿
の
言
は
穿
前
篇
と
し
て
、
本
學
部
十
周
年
記
念
論
文
集
の
鶯
め
に
草
し
た
拙
稿
に
於
て
、
取
扱
つ
た
所



で
あ
る
。

法
赦
序
と
し
て
の
準
和
の
観
念

が
、
中
世
紀
に
於
け
る
平
和
槻
の
主
眼
で
な
か
つ
た
事
實
は
、
中
世
紀
に
於
け
る
重
要
な
る
國
際

紛
争

の
李
和
的
解
決
方
法
と
し
て
の
仲
裁
裁
判
の
實
際
を
考
察
す
る
と
き
、

一
暦
明
白
に
知
る
事
が
出
來
る
。

隊
羅
巴
中
世
紀
は
、
國
際
仲
裁
裁
判
の
極
め
て
屡

々
の
慣
行
を
知
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
政
治

的
に
は
、
多
数

の
猫

立
、
平
等
の
小
國
家
が
並
存
し
て
ゐ
た
事
、
そ
れ
ら
等
國
家

の
間
に
於
け

る
職
災
の
多
か
つ
た
事
、
叉
法
律

的
に
は
、
私
法
と
公
法

と
の
混
同
、
從
つ
て
ロ
ー
マ
私
法
法
上
の
制
度
と
し
て
の
仲
裁
裁
判
制
度

の
國
際
的
適
用
の
容
易
、
國
際
法
上
の
外
交
使
節

の
制
度

の
未
叢
達
、
叉
社
会
的
に
は
基
督
教
的
共
同
意
識
の
存
在
等
を
纂
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
之
馨
.を
以
て
、
醤
時

の
國
際
仲
裁
裁
判
の

外
在
的
特
色
と
な
す
な
ら
ば
、
そ

の
内
在
的
性
質
は
實
に
、
戦
争
と
の
関
係

に
於
け

る
中
世
的
準
和
の
観
念

に
色
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
即
ち
、
國
家
聞
紛
雫

の
武
力
的
解
決
方
法
と
し
て
の
戦
争
は
、
法
的
観
点

に
於
て
は
、
平
和

的
解
決
方
法
と
し
て
の
仲

裁
裁
判
と
、
相
等
し
き
価
値

に
於
て
存
立
し
、
合
法
性
の
見
地
に
於
て
は
、
両
者

は
互
に
置
き
換

へ
得
る
性
質
の
も
の
で
あ

つ
た
。

か
く
し
て
仲
裁
裁
判
は
、

一
方
に
於
て
、
戦
争

に
先
行
す
べ
き
解
決
方
法
で
な
く
、
戦
争
の
後
に
來
る
道
で
あ
り
得
た
。
叉
他
面
、

戦
争

が
李
和
と
同
様
に
、
合
法
的
で
あ
る
こ
と
、
逆
に
言

へ
ば
、
平
和
が
最
早
や
法
秩
序
と
同
義
語
で
な
く

、
或
は
少
く
と
も
、
法

秩
序
た
ら
ん
と
す
る
の
傾
向
・確
立
せ
す
、
そ
れ
自
身
は

一
の
事
實
的
状
態

た
る
意
義
を
持
た
し
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
事
に
よ

り
、
平
和
的
方
法
と
し
て
の
仲
裁
裁
判
も
、
專
ら
法
秩
序
に
基
く
、
叉
は
法
秩
序
を
實
現
す
る
方
法

で
は
な

い
の
で
あ
る
、(尤
も
法

鰍
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
制
度
の
特
異
性
(
野
見
山
)

(第
六
巻

第
三
號

一
五
三
)

七



隊
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
制
度
の
特
異
性

(野
見
山
)

(第
六
巻

第
二
號

一
五
四
)

八

秩
序
と
は
い
へ
、
軍
に
實
讃
法
秩
序
を
の
み
謂
ふ
の
で
は
な
い
。
正
義
叉
は
衡
平
の
如
き
法
原
理
を
も
併

せ
て
、
廣
義

に
謂
ふ
の
で

あ
る
)
而
し
て
右
に
蓮
べ
る
、
仲
裁
裁
判
の
二
個
の
性
質

の
前
者
を
假
り
に
、
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
の
嫌
和
的
性
質
と
な
し
、
後

者
を
以
て
、
共
の
調
停
的
性
質
と
稻
し
て
、
以
下
重
要
な
る
諸

々
の
仲
裁
裁
判
條
約
、
條
歎
、
判
決
等
に
つ
い
て
、
之
が
解
明
を
試

み
る
で
あ
ら
う
。

(
二
)
中
世
國
際
仲
裁
裁
判
の
購
和
的
性
質

鼓
に
媾
和
的
性
質
と
い
ふ
の
は
、
固
有
な
意
義
に
於
て
は
、
仲
裁
裁
判
が
、
戦
争

の
後
に
來
り
、
平
和
回
復
の
條
件
を
定
む
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
仲
裁
裁
判
が
法
的
秩
序
を
回
復
し
て
、
以
て
戦
争

の
結
果
た
る
事
實
的
、
強
制
的
平
和

を
、
或
は
是
認
し
、
或
は
匡
正
し
て
、
之
に
法
的
性
質
を
創
造
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
事
實
的
で
は
あ

る
が
、
非
張
制
的
な
平

和
た
ら
し
む
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
た
る
職
に
於
て
、
後
に
述
ぶ
る
共

の
調
停
的
性
質
と
根
底

に
於
て

一
致
す
る
も

の
で
あ
る
。

而
し
て
仲
裁
裁
判
と
媾
和

と
の
結
合
は
、
凡
そ
二
種
の
仕
方
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
其

の

一
は
、
豫
め
媾
和
條
約
が
、
或
は
通

常

の
媾
和
條
約
と
し
て
、
仲
裁
裁
判
條
欺
を
内
包
し
、
或
は
仲
裁
裁
判
條
約

(
C
o
m
p
r
o
m
i
s
s
u
m

)

の
形
式

に
於
て
締
結
せ
ら
れ
、

之
等
に
墓

い
て
仲
裁
裁
判
が
行
は
れ
て
、
以
て
媾
和
條
件
が
完
成
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
共
の
二
は
、
仲
裁
裁
判

自
身
が
始
め
よ
り

媾
和

條
約
を
形
成
す
る
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
も
二
ヶ
の
場
合

が
恒
別
さ
れ
る
。
即
ち

一
は
、
仲
裁
裁
判
が
仲
裁
裁
判
と
し
て

共
の
儘
に
媾
和
條
約
た
る
場
合

で
あ
り
、
二
は
、
仲
裁
裁
判
に
よ
り
媾
和

條
件
は
決
定
さ
れ
る
が
、
仲
裁
裁
判
た
る
形
式
を
保
存
せ



す
、
判
決
内
容

が
、
嘗
事
者
間
の
合
童
内
容
と
し
て
、
條
約
の
形
式
を
着
る
場
合
で
あ
る
。
然
し
こ
の
最
後

の
小
区
分
は
必
す
し
も

分
明
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
右
の
二
つ
の
場
合
に
対
し
、
夫

々
の
特
殊
的
形
式
と
し
て
、
な
ほ
、
仲
裁
判
決

に
よ
り
、

一
定
の
冊
題

に
つ
き
、
更
に
他
の
仲
裁
裁
判
椹
が
、
二
重
又
は
三
重
に
設
定
せ
ら
る
」
場
合
も
あ
つ
た
。
此
の
如
く
仲
裁
裁
判
が
、
當
事
者
聞
の

直
接
的
媾
和

締
結
に
、
戦
勝
と
職
敗
と
の
明
ら
か
な
る
場
合
に
於
て
さ
へ
、
屡

々
代
位
せ
し
め
ら
れ
た
事
實

は
、
媾
和

條
約
よ
り
、

實
力
的
征
服
者
に
よ
る
實
力
張
制
的
性
格
を
奪
つ
て
、
平
和
の
合
目
的
的
實
現
を
確
保
す
る
仲
裁
裁
判
の
面
目
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ

つ
た
。
尤
も
そ
れ
に
よ
つ
て
、
法
叉
は
正
義

が
實
現
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
は
あ
る
が
。

吾

々
は
以
下
、
中
世
紀

の
諸

々
の
仲
裁
裁
判
事
實

に
し
て
、
主
に
D
u
m
o
n
t
,
 
C
o
r
p
s
 
u
n
i
v
e
r
s
e
l
 
d
i
p
l
o
m
a
t
i
q
u
e
 
d
u
 
d
r
o
i
t
 
d
e
s

g
e
n
s

に
よ
り
知
り
得
る
も
の
に
つ
い
て
、
年
代
順
に
、

夫

々
を
検
討
し
て
見
よ
う

と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
尤

よ
り
、
蝕
に
挙
げ

ん

と
す
る
も
の
は
、
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
事
實
に
対
し

て
は
九
牛
の

一
毛
に
も
足
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
之
を
以

て
吾

々
の
立
言
の
諮
査

と
な
す
こ
と
は
、
少
し
〈
大
膿
に
過
ぐ
る
憾
な
し
と
し
な
い
が
、
尚
ほ

且
、
全
豹
の

一
班
を
知
り
得
る
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

R
e
p
e
r
t
o
i
r
e
 
p
r
a
t
i
q
u
e
 
d
e
 
D
a
l
l
o
z
,
 
I
'
,
 
A
r
b
i
t
r
a
g
e
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
.
 
7
,

に
よ
わ
ば
、
一
一
四
七
年
f
一
二
七
五
年
の
問
に
、

一
六
二
の
仲

裁
裁
鋼
事
件
が
あ
つ
た
と
言
は
わ
る
。
又
、
P
a
n
d
e
e
t
e
s
 
F
r
a
n
c
a
i
s
e
s
,
 
R
e
p
e
r
t
o
i
r
e
,
 
t
o
m
.
 
8
,
 
A
r
b
i
t
r
a
g
e
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
,
 
2
1
,

.
に
よ
れ
ば
、

第
+
三
世
紀
だ
け
で
、
し
か
も
伊
太
利
諸
侯
及
び
諸
都
市
湖
に
つ
い
て
、
一
〇
〇
以
上
の
仲
裁
裁
判
事
件
が
あ
つ
た
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
一
七
六
年
九
月
骨
四
日
カ

ス
テ
ィ
ユ
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
九
世
と
、
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
王
サ
ン
シ
ュ
と
の
問
に
締
結

さ
れ
た
仲
裁
裁
判
條
約

(
C
o
t
n
p
r
o
m
i
s
s
u
m

)
に
基
い
て
、
仲
裁
裁
判
官
に
選
ば
れ
た
英
國
王

ヘ
ン
リ
ー
二
世
は
、
蓼
年

一
の
仲
裁
判

決
を
下
し
た
。

鰍
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
制
度
の
特
異
性

(
野
見
山
)

(第
六
巷

第
二
號

一
五
五
)

九



欧
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁

裁
判
制
度

の
特

異
性

(
野
見
山
)

(
第

六
巷

第

二
號

一
五
六
)

一
〇

d
D
u
m
o
n
t
,
 
C
o
r
p
s
 
u
n
i
v
e
r
s
e
'
 
d
i
p
l
o
m
a
t
i
q
u
e
,
 
t
.
 
I
,
 
I
e
r
e
 
p
a
r
t
i
e
,
 
C
L
X
V
I
I
;
 
P
a
n
d
e
c
t
e
s
 
f
r
a
n
,
;
a
i
s
e
s
,
 
t
 
.
8
,
 
A
r
b
i
t
r
a
g
e
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
-

n
a
l
,
 
2
3
;
 
E
.
 
N
y
s
,
 
L
e
 
D
r
o
i
t
 
e
t
 
l
e
s
 
p
r
e
c
u
r
s
e
u
r
s
 
d
e
 
G
r
o
t
i
u
s
,
 
p
.
 
3
2
.

q
D
u
m
o
n
t
,
 
o
p
.
 
c
i
t
,
 
C
L
X
V
I
I
I
.

事
件
は
城
や
土
地
の
所
有
樺
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
條
約
締
結
の
事
情
は
、
該
條
約
中
に
、
"
g
n
e
r
r
a
 
i
s
!
 
a
"

の
語
あ
り
、
判

決
中
に
も
、
"
i
n
 
j
u
s
t
e
 
e
t
 
v
i
o
l
e
n
t
e
r
"

或
は

.
"
p
e
r
 
g
u
e
r
n
 
m
 
e
t
 
i
n
j
u
s
t
e
"

等
、の
語
あ
る
事
、
更
に
、
本
條
約
に
よ
つ
て
両
常
事
者

聞
に
七
年
聞
の
休
戦

(
t
r
e
u
g
a

)

が
約
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
よ
り
し
て
、

一
の
戦
争

の
結
果
と
し
て
の
媾
和

が
口
的
で
あ
っ
た
事
が

知
ら
れ
る
。
從

つ
て
、
此
の
.仲
裁
裁
判
條
約
は

一
種
の
癖
和
條
約
た
る
性
質
を
有
し
、
C
o
m
p
r
o
m
i
s
s
u
m

と
は
稻
せ
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
仲
裁
裁
判

附
託
の
事
の
み
を
定
め
す
し
て
、
休
職
に
關
す
る
詳
細
な
規
定
の
外
、
當
該
戦
争

の
結
果
相
続

財
産
を
喪
失
し
た
函

國
王
の
臣
下
が
、
右
の
財
産
を
全
部
的
に
同
復
す
べ
き
事
、
両
國
人
民
の
平
和
的
交
通
の
復
興
等
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
し
媾
和

は
本
條
約
を
以

つ
て
完
全

に
満
さ
れ
得
る
の
で
は
な
か
つ
た
。
両
國
王
聞
の
領
土
問
題
は
矢
張
り
未
解
決
の
ま

」
残
さ

れ
て
ゐ
る
。
之
れ
が
解
決

が
仲
裁
裁
判
の
任
務
で
あ
る
。
從

つ
て
英
國
王
の
下
す
仲
裁
判
決
に
よ
つ
て
、
始

め
て
媾
和
條
約
の
完
成

を
見
る
わ
け
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
仲
裁
裁
判
自
身
は
、
媾
和

の
完
成
者
で
あ
り
、
言
は
ば
媾
和

本
條
約
或
は
終
局

的
購
和

條
約
と
稻
す
べ
き
性
質
を
有
し
、
之
れ
に
対
し

て
仲
裁
裁
判
條
約
は
、
媾
和
豫
備
條
約
た
る
も
の
と
認
め
得
る
。
此
の
事
は
後
に
學

ぐ
る
諸
例
に
よ
つ
て
、
愈

々
明
瞭
と
な
る
で
あ
ら
う
。

一
一
七
七
年
九
刀
二
十
五
日
の
佛
蘭
西
王
ル
イ
七
世
と
英
國
王

ヘ
ン
リ
ー
二
世
と
の
聞
に
締
結
せ
ら
れ
た
條
約
q

所
謂
ノ
ナ
ン
ク



ー
ル
平
和
條
約

は
の
、
英
國
王
と
そ
の
王
子
達
と
の
紛
争
に
於
て
、
ル
イ
が
自
己
に
臣
属
を
誓

つ
た
後
者
の
味
方
と
な

つ
て
行

つ
た

戦
争
に
因
つ
く
も
の
で
あ
つ
た
。

c
D
n
m
o
n
t
,
 
o
p
.
 
c
i
t
,
 
t
.
 
I
,
 
 
P
r
e
 
p
a
r
t
i
e
,
 
C
L
X
X
X
.

②
F
l
a
s
s
a
n
,
 
H
i
s
t
o
i
r
e
 
g
e
n
e
r
a
l
e
 
e
t
 
r
a
i
s
o
n
n
e
e
 
d
e
 
l
a
 
D
i
p
l
o
m
a
t
i
c
 
F
r
a
n
c
;
a
i
s
e
,
 
2
e
 
e
d
,
 
1
8
1
1
,
 
p
.
 
1
0
4
.

條
約
は
先
づ
、
雨
當
事
者
の

エ
ル
サ
レ
ム
遠
征
の
約
定
に
始
ま
り
、
今
後
互
に
友
交
國
と
し
て
、
攻
守
を
盟
約
し
、
爾
當
事
者
闘

に

「
爾
後

一
切
の
係
雫
事
項
が
除
去
さ
れ
る
た
め
に
」
(
u
t
 
a
m
o
d
o
 
t
o
l
l
a
t
u
r
 
o
m
n
i
s
 
m
a
t
e
r
i
a
 
d
i
s
c
o
r
d
i
a
e

)

互
に
護
歩
し
て
、
土

地
共
の
他
の
所
有
に
就
い
て
何
等
の
要
求
を
も
爲
さ
ぬ
事
を
約
す
る
。
唯
然
し
、
A
u
v
e
r
g
n
e
,
 
C
h
f
i
t
e
a
u
r
o
u
x
,
 
B
e
r
r
y

等
の
諸
領
に

つ
い
て
は
、
當
事
者
自
身
協
定
に
至
ら
な
い
場
合
、
英
佛
各
々
三
名
の
司
敏
と
三
名
の
男
爵
を
選
び
、
そ
の
仲
裁
裁
判
に
附
託
す
る

事
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
外
條
約
は
エ
ル
サ
レ
ム
遠
征
に
關
す
る
規
定
、
領
土
の
相
互
的
防
禦
、
両
国

内

に
於
け
る
両
国

民
の
身

艦
財
産

の
安
全
保
障
等
の
規
定
を
含
ん
で
ゐ
る
。

之
等
の
鮎
よ
り
、
本
仲
裁
裁
判
も
亦
、
戦
争

に
先
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
媾
和
條
約
、
叉
は
其

の
後
の
交
渉
に
於

て
解
決
さ
れ
な

い
事
項
を
解
決
し
て
、
以
つ
て
媾
和
條
約
の
内
容
を
最
終

的
に
充
足
す
る
方
法
と
な
つ
て
ゐ
る
。

佛
蘭
西
の
ル
イ
九
世
即
ち
聖

ル
イ
は
、
領
土
所
有
を
続
る
封
建
的
軋
礫
の
渦
中
に
、
毅
然
と
し
て
封
建
法

の
反
隔
書
的
適
用
を
排

除
し
、
現
に
英
國
王

ヘ
ン
リ
ー
三
世
が
、
佛
國
内
に
あ
つ
た
、
奮
英
國
領
の
返
還
を
要
求
し
た
る
時
、
聖
ル
イ
は

「
利
審
の
立
場
よ

り
も
、
嚴
密
な
衡
平
を
」
提
ん
で
、
貴
族

の
反
対
を
押
し
切

つ
て
、
之
れ
を
容
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
此
の
如

き
手
段
が
果
し
て
國
家

…欺
羅
巴
中
世
組
一國
際
仲
一裁
晶裁
判
制
度
の
特
黒
ハ性

(野
見
山
)

(
第
六
巷

第
二
號

一
五
七
)

一
一



的
に
も
、
國
際
的
に
も
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
つ
た
か
、
否
か
は
別
問
題
と
し
て
、
時
人
の
目
に
は
、

「
ル
イ
は
、
彼
自
ら
も
し
か

信
じ
て
ゐ
た
如
く
、
正
義

の
た
め
に
利
害
を
犠
牲
に
し
た
も

の
と
映

つ
た
」

の
で
あ
つ
た
。
か
く
し
て
、
此

の
廉
直
の
故
に
、
叉
彼

の
平
和
主
義

の
故
に
、
彼
は
屡

々
列
國
間

の
仲
裁
者
と
し
て
選
ば
れ
、
叉
進
ん
で
平
和
の
爲
め
の
斡
旋
を
厭
は
な
か
つ
た
。

即
ち
ル
イ
九
世
は
皇
帝

フ
レ
ヂ
リ
ツ
ク
二
世
と
法
王
イ

ン
ノ
セ
ン
ト
四
世
と
の
間
、
佛
蘭
西
の
敵
で
あ
つ
た
英
國

の
前
記

ヘ
ン
リ

ー
三
世
と
そ
の
臣
下
と
の
陽
、

フ
ラ
ン
ド
ル
及
び

エ
イ
ノ
ー
伯
夫
人
及
び
共
の
子
と
、
ダ

ム
ピ
エ
ー
ル
の
ギ

ョ
ー
ム
其

の
他
と
の
聞
、

同
伯
爵
夫
人
と
オ
ラ

ン
ダ
伯
と
の
闘
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ユ
公
と
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
王
と
の
聞
、
リ
ュク
サ
ン
ブ

ー
ル
伯

と
バ
ー
ル
伯
と
の
闇
、

シ
ヤ

ロ
ン
伯
と
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ユ
伯
と
の
陽
、
北
ハの
他
諸
國
間
の
仲
裁
裁
判
官
と
な
つ
て
ゐ
る
。
之
等
の
事
件

が
何
れ
も
武
力
的
紛
争

で
あ
つ
た
か
否
か
は
、
文
献
の
充
分
詳
し
い
も
の
の
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
未
だ
之
れ
を
知
る
こ
と
を
得
な

い
の
で
あ
る
が
、
右
の

内
例

へ
ば
、

一
二
五
六
年

の
フ
ラ

ン
ド
ル
及
び

エ
イ
ノ
ー
伯
夫
人
と
オ
ラ
ン
ダ
伯

フ
ロ
ラ
ン
と
の
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
條
約
は
、
嬉

和
條
約
で
あ
り
、
し
か
も
確
か
に
、
聖
ル
イ
の
判
定
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
其

の
他
の
例
の
中
に
も
、
同
様

の
性
質
を
持

つ
た
も
の
が
無
か
つ
た
と
は
言
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。

Flassan, op. cit., tom
. 1, p.  123,

H
. M

artin, H
istoire be France_depuis les tem

ps les plus recules jusqu' en 1789, nouvelle ed. t. IV
, 1839, p. 516.

Pandectes Fran,aises, loc. cit., 24 bis; H
. M

artin. op, cit., t IV
, p. 439-437, p. 442-444.

Pandectes Francaises, loc. cit., 25; Flassan, loc. cit., p. 124.



獨
逸

皇

帝

ル
ド

ル

フ

一
世

と

ボ

ヘ
ミ

ャ
王

オ

ッ
ト

カ

ー

ル
ニ

世

と

の
間

に
與

へ
ら

れ

た

、

二

名

の
司

敏

、

ラ

イ

ン
伯

及

び

一
名

の

ブ

ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
グ
市

民

の
仲

裁

判

決

は
、

判

決

自

身

と

し

て

は

、

爾
當

事

者

間

に
存

在

し
た

、

土

地

並

び

に

公

欝
領

に

關

す

る

問

題

に

就

き
し

と

い
ふ

の

み

で

あ

る

が

、

此

の
判

決

こ
そ

實

は

、

皇

帝

と

ボ

ヘ
ミ
ヤ

王

と

の
間

に
交

へ
ら

れ

、

前

者

の
大

勝

に
郎

し
た
戦
争

の
盧

理

の
爲

め

に
生

れ

た

も

の

で

あ
り

、

其

他

の
地

方

の
領

土

擢

を
皇

帝

に
與

へ
、

以

て
史

上

に
名

高

い
、

か

の
オ

ー

ス
ト

リ

ー

・

ハ

プ

ス
ブ

ル
グ

王
朝

創

業

の
基

礎

を

置

い
た

も

の
で

あ

つ
た

。

ω

年
代
は

一
二
七
六
年

で
あ
る
。

但
し
後
者

に
よ
れ
ば
、
當
事
者
並

に
仲
裁
裁
判
官

に
若
干
の
相
違
が
あ
り
.
蝕
に
吾

々
の
學

ぐ
る
も

の
と

の
同

一
性

は
必
ず
し
も
保

し
難

い
の
で
あ

る
が
、

注
意

の
爲

め
塩
甲
げ

て
{置
く
。

判

決
、内

容

を

見

る

に
、

先

づ
、

爾

君

主

の
聞

に
、

「
完

き

和
合

と
堅

固

な

る

平

和

と
眞

摯

な

る
和

解

の
存

す

べ

き

こ

と
を

宣

告

仲

裁

す
」

と

あ

り

、

「
右

の
平

和
、

和
合

並

び

に

和
解

が
、

永

久

に
確

同

た

り

、

且

つ
當

事

者

相

互

に
、

ご
暦
眞

墾

の
愛

あ

る

た

め

に
、

D
um

ont, op. cit., t. I,  l:re partie, C
C

C
L

X
V

I, 

ibid., C
C

C
C

V
. 

H
. M

artin, op. cit, t. IV
, p. 517. 

Pandectes Francaises, loc. cit., 25; H
. M

artin, loc. cit., p. 517. 

H
. M

artin, loc. cit, p. 517.
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云
々
」
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
之
等
の
規
定
は
俘
虜
の
解
放
其
の
他
の
事
項
と
共
に
、
本
仲
裁
裁
判

の
媾
和
的
性
質
を
明
ら
か
な
ら
し

め
て
ゐ
る
。

佛
蘭
西
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
三
世
が
諸
々
の
封
建
諸
侯
間
の
紛
争
に
介
入
し
て
與

へ
た
、
数
個
の
仲
裁
裁
判
判
決
は
、
吾
々
の
知
る
限
り

に
於
、て
は
、何
れ
も
仲
裁
裁
判
判
決

と
し
て
で
な
く
、
當
事
者

の
條
約

の
形
式
を
と
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
媾
和

條
約

と
な
つ
た

事
の
最
も
明
白
な
も
の
は
、
一
二
八
九
年
十
月
十
五
日
の
ブ
ラ
バ

ン
公
ジ
ヤ
ン
と
ゲ
ル
ド
ル
伯

レ
イ
ノ
ー
ル
と
の
聞
の
條
約
で
あ
る
。

内
容
は
全
く

フ
ィ
リ
ップ
の
判
決
文
で
あ
り
、
爾
當
事
者

の
聞
に
、

「
重
大
な
る
紛
雫
起
り
、
戦
争

」
に
及
ん

だ
事
實
を
蓮
べ
、
佛
王

は
之
れ
に
対
し
、
屡

々

「平
和
と
和
合
の
回
復
せ
ら
れ
ん
」
こ
と
を
勧
告
し
、
そ
の
結
果
當
事
者
は
王
を
仲
裁
裁
判
官
と
な
す
約
定

を
結
ん
だ
事
を
記
し
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
王
ば

「判
決
叉
は
命
令
」
を
下
し
、
之
れ
に
対
し

て
當
事
者
は
夫

々
、
王
の
右
の

「
判
決

叉
は
命
令
」
に
含
ま
れ
た
全
部
及
び
個

々
の
事
に
批
准
し
、
賛
成
し
て
、
之
れ
が
運
守
を
約
定
し
た
。

・次

に

取
扱

ふ

も

の

の
外

、

"pronunciando arbitram
ur, quod inter ipsos  •  • R

eges, plena sit concordia, pax firm
a et syncera reconciliatio",

"E
t ut praedicta, pax, concordia et reconciliatio perpetuum

 obtineant firm
itatem

 et partes m
ufti(' syncererius se

diligant etc".

D
um

ont, op. cit., t. I, Pre partie, C
C

C
C

L
I; C

C
C

C
L

II.

D
um

ont, loc. cit., D
V

. 

"gravis fuisset • • • • orta contentio, et existente guerra inter eos". 

"post diversos tractatus per nos interpositos, quibus• • •pacem
 et con cordiam

 inter eos solidam
 reform

are tem
p-



同
じ
く
第
十
三
世
紀
末
に
、
國
際
仲
裁
裁
判
事
件
と
し
て
、
極
め
て
重
要
に
し
て
、
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
つ
た
。
英
國
王

エ

ド
ワ
ー
ド

一
世
と
佛
蘭
西
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
王
と
の
間
の
確
執
に
於
て
現
は
れ
た
事
件
が
夫
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
南
佛
蘭
西
の
バ
イ
ヨ

ン
ヌ
に
起

つ
た
、

一
英
國
水
夫
と

一
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
水
夫
と
の
間

の
喧
嘩
に
端
を
焚
し
て
、
之
れ
が
両
國
王
聞
の
戦
雫
を
再
燃

せ
し

め
、

エ
イ
ノ
ー
、
獨
逸

、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ス
ッ
コ
ト
ラ

Z
ド
、
フ
ラ

ン
ド
ル
等
の
諸
國
も
、
之
れ
に
参
加

す
る
に
至

つ
た

の
で
あ

つ
た
。
か
く
し
て
、

一
二
九
八
年
六
月
十
四
日
に
至
つ
て
、
両
国

問
に

一
の

が
締
結
せ
ら
れ
て
、
嫡
和
成
立
し
、

之
れ
に
基

い
て
同
月
二
十
七
日
に
仲
裁
判

決
が
下
さ
れ
た
。
故
に
右

の
仲
裁
裁
判
條
約
は

一
の
媾
和
條
約
で
あ
っ
た
。

 tavim
us".

"in nos • • com
prom

iserunt". 

"dictarn nostrum
 seu ordinationem

". 

"om
nia et singula contenta in supradicto seu ordinatione R

egis supradicti, ratificantes et approbantes, • • • •". (R
ay

naldus
"Q

uam
 ordinationem

 seu dictum
 nostrum

, • • • • tam
 ipse D

ux B
., quam

 dictus

C
om

es G
., acceptarunt, laudarunt et approbarunt penitus et expresse, coram

 nobis prom
issiones per nos superius 

ordinatas••••".

C
ornprom

issum

Flassan, op cit., t. I, p. 131 et suiv. 

D
um

ont, op. cit., t. I, lere partie, D
L

. 

ibid., D
L

III.



厭
羅
己
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
凋
制
度
の
特
異
牲

(野
見
山
)

(第
六
巻

第
,二
號

一
六
二
)

一
六

條
約
は
・

「
平
和
と
和
合
の
回
復
」
を
原
理
的
に
置
き
旺
且

つ

「平
和
に
關
す
る
事
、
並
び
に
す
べ
て
の
、
叉
個

々
の
紛
争
、
職

孚
、
係
争
事
項
」
等
に
つ
い
て
、
之
れ
が
解
決
、
換
言
す
れ
ば
、
平
和
條
件
の
決
定
を
、
私
人
と
し
て
の
法
王
ボ

ニ
フ
ァ
ス
八
世
、

即
ち
B
e
n
e
d
i
c
t
u
s
 
G
a
y
t
a
n
u
s

の
仲
裁
裁
判
に
委
任
す
る
も
の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
本
條
約
は

一
種

の
平
和
豫
備
條
約
た
る
性
質
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
尤
も
、
両
者

間
の
戦
争
は
本
條
、約
に
よ

つ
て
始
め
て
絡
焔
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
様
で
あ
る
。
此

の
事
實
は
、
右
條
約
を
以
つ
て
軍
純
に
媾
和

豫
備
條
約
で
あ
る
と
な
し
得
な
い
事
を
根
慷
づ
け
る
の
で
あ
る

が
、
さ
れ
ば
と
て
、
純

粋

に
仲
裁
裁
判
條
約
で
あ
る
と
な
す
こ
と
も
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
本
仲
裁
裁
判
條
約
は
、
嫡
和
條
約
た
る
休
職
規

定

と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
後
者
と
そ
の
有
効
期
間
を
同

一
な
ら
し
め
ら
れ
て
居
り
、
從
つ
て
、
前
者
は
後
者
と
締
結
の
時
を
異

に
し
つ
」
、
後
者
の

一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
認
め
ら
る
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
事
と
伸
・或
裁
判
が
平
和
.條
件

の
最
後
的
決
定
を
爲

す
べ
き
も
の
た
る
事
と
を
併
せ
綜
合
す
れ
ば
、
本
仲
裁
裁
條
約
は
、
尚
ほ

且

一
種
の
媾
和
豫
備
條
.約
た
る
も
の
で
あ
る
。

"
s
u
p
e
r
 
r
e
f
o
r
m
a
n
d
a
 
p
a
c
e
 
e
t
 
c
o
n
c
o
r
d
i
a
"

②

一
二
九
七
年

一
C
月
九

nロ
附

の

エ
ド
ワ
ー
ド

一
世

の
手
紙

(
D
u
m
o
n
t
,
 
l
o
c
.
 
c
i
t
,
 
D
X
L
I
I

)
は

一
の
休
職
條
約
の
あ

つ
た
事
を
述

べ
て
居
り
、

又
本
文

の
仲
裁
裁
判
條
約
中
に
も
、
別

の
休
職
が
説

か
れ
て
居
リ
、
之
は
本
文

の
仲
裁
裁
判
條
約

に
先

立
ち
、

且

つ
右

の
手
紙
に
言
ふ
休
職

の
後

に
締
結

せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

最
後
に
右
の
條
約
に
は
注
意
す
べ
き

一
の
特
異
な
黙
が
あ
る
。
そ
れ
は
仲
裁
裁
判
が
本
仲
裁
裁
判
條
約

の
有

数
期
間
を
i

-休
戦

の
期
間

と
同
時
に
、
且

つ
同

一
期
限
を
以
て
ー

延
長
す
る
こ
と
を
得
る
と
な
す
條
欺
で
あ
る
。
此
の
事
は
、
上
述
し
た
論
擦
の
外



に
、
中
世
仲
裁
裁
判

の
媾
和
的
性
質
を
更
に
明
ら
か
に
す
る
。
蓋
し
、
仲
裁
裁
判
椎
を
設
定
す
る
仲
裁
裁
判
條
約
が
、
仲
裁
裁
判
自

身

に
よ

つ
て
延
期
さ
れ
る
と
い
ふ
事
は
、
延
期
せ
ら
れ
た
場
合
の
仲
裁
裁
判

樺

が
仲
裁
裁
判
官
自
ら
に
よ
つ
て
、
自
ら
に
與

へ
ら
れ

の

る
こ
と
に
な
り
、
今
日
の
仲
裁
裁
判
論
を
以
て
し
て
は
理
解
し
難

い
所
で
あ
る
。
尤
も
此
の
樺
能
は
本
來
、
最

初
の
條
約
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
が
故
に
、
何
等
難
解
の
問
題
で
は
な
い
と
も
言

へ
る
。
然
し
此
の
詮
明
は
説
明

と
い
ふ
よ
り

一
の
記
述
に
外
な
ら
ぬ
。

そ
れ
を
以
て
し
て
は
、
何
が
故
に
か

～
る
約
定

が
な
さ
れ
、
叉
爲
さ
れ
得
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
惟

ふ
に
、
解
決
は
ニ
ケ
の
黙

に
か

x
る
。
共
の

一
は
、
實
に
仲
裁
裁
判
條
約
が
、
軍
に
紛
争
解
決
の
前
提
と
し
て
、
仲
裁
裁
決
あ
る
に
よ
つ
て
消
滅
し
去
る
も
の

た
る
に
止
ら
す
、
同
時
に
媾
和
條
約
の

一
要
素
で
あ
り
、
し
か
も
未
だ
決
定
的
媾
和

の
内
容
を
威
す
も
の
で
は
な
い
貼
に
あ
る
。
而

し
て
媾
和
條
件
を
杢
く
完
成
す
る
事
が
仲
裁
判
決
の
任
務
で
あ
る
が
故
に
、
仲
裁
裁
判
條
約
そ
の
も
の
が
判
決
内
容
の

一
と
し
て
、

然
し
単
な
る

條
約
の
更
新
た
る
意
味
に
於
て
で
な
く
、
媾
和

の
一
條
件
、

一
要
素
と
し
て
、
維
持
せ
ら
れ
、
更
新
せ
ら
れ
得
た
の
で

あ
る
。
第

二
の
鍵
は
、
仲
裁
裁
判
條
約

が
設
定
し
て
ゐ
る
仲
裁
裁
判
は
、
過
去
及
び
現
在
の
戦
争
や
紛
争
の
解
決
を
目
的
と
す
る
の

わ

み
な
ら
す
、
將
來
あ
り
得
べ
き
も
の
を
も
劉
象
と
す
る
、
即
ち
常
設
仲
裁
裁
判
で
あ
る
黙
之
れ
で
あ
る
。
此
の
事
は
媾
和

が
戦
争

の

最
後
を
劃
す
る
條
約
た
る
に
止
ま
ら
す
、
將
來
に
向

つ
て

一
定
期
間

中
戦
争
を
行
は
す
と
の
規
定
を
含
む
、
言

は
ば
期
限
附
不
職
條

約
た
る
側
面
を
有
す
る
事
と
、
密
接
な
関
係

を
有
し
て
ゐ
る
。
故

に
仲
裁
裁
判
條
約
自
身
も
將
來
に
向

つ
て
、
更
に
延
期
せ
ら
れ
得

る
法
的
理
由
を
持

つ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
此
の
延
期
が
仲
裁
裁
判
自
身
に
よ

つ
て
行
は
れ
得
る
の
根
撫
は
第

一
の
黙
に
あ
る

も
の
と
思

ふ
。

鰍
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
制
度
の
特
異
性

(野
見
山
)

(第
六
巷

第
二
號

一
六
三
)

一
七



而

し
て
此

の
延
期
は

=
二
G
O
年
十
刀

骨

一
日

に
實

現

さ

れ

た
。

仲
裁
裁
判
の
媾
和
的
性
質
は
同
じ
く

フ
ィ
リ
ッ
プ
美
王
が
、

一
三
〇
四
年
フ
ラ
ン
ド
ル
の
諸
都
市
と

「
善
且

つ
永
遠
な
る
平
和
」
を

結
ん
だ
媾
和
條
約
に
於
て
、

一
暦
明
瞭

に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
本
媾
和
條

約
ぱ
次
の
如
き
仲
裁

裁
判
條
歎
を
含

ん
で
ゐ
た
。
即
ち
佛
王

に
対
し

、
フ
ラ
ン
ド
ル
人
の
支
払

ふ
べ
き
金
銭
的
賠
償
の
額
に
つ
き
、
當
事
者
が
各
々
四
名
宛
選
ぶ
仲
裁
裁
判
官
の
裁
決
に
ま
つ
旨

の
條
歎
之
れ
で
あ
為
ゴ
之
れ
に
基
い
て
、
翌
年
即
ち

一
三
〇
五
年
六
月
に
右
八
名
の
仲
裁
裁
判
官

の
下
し
た
判
決
ぱ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
と

フ
ラ
ン
ド
ル
と
の
聞
の
媾
和
條
約
と
な
つ
て
ゐ
勧
、。
か
く
し
て
、
仲
裁
裁
判
條
欺
を
含
む
條
約
が
媾
和
條
約

で
あ
つ
た
如
く
、
仲
裁

裁
判
自
腱
も
亦
媾
和

條
約
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

フ

ラ

ン
ー3

ル
に
対
す

る
大

勝

後
、

尻
冨

攻

園

中

で

あ

つ
た

フ
イ

リ

ツ
プ

は
、

六
萬

の
兵

を
集

結

す

る

に

至

つ
た

フ
ラ

ン
ド

ル
に

ょ

つ

て
、

途

に
本

平
和

條

約

締
結

の
止

む

な
き

に
至

つ

た

と

い

ふ

 "D
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ほ

デ

ユ
モ

ン
前

掲

書

中

に
於

け

る
、

本

判
決

の
表

題

も

亦
、

と

せ
ら

れ

て
ゐ

る
。

佛
蘭
西
と
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
と
の
関
係
は
、
共

の
後
好
韓

で
る
に
至
ら
す
、
ル
イ
十
世
治
下
に
於
て
も
職
を
交

へ
、
王
の
死
前
漸

く

一
慮
停
戦
状
態

に
入

つ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
だ
が
両
者
聞
に
は
未
だ
媾
和

の
成
立
を
見
す
、
職
時
関
係

は
存
続

し
て
ゐ
た
。
其

の
後

フ
ィ
リ
。
プ

(後
の
五
世
、
長
身
王
)
の
揖
政
中
た
る

一
三

=
ハ
年
九
月

一
日
両
国

問
に
平
和
條
.約

が
締
結
せ
ら
れ
た
が
、
平
和

條
約
執
行
の
た
め
に
提
供
せ
ら
る
べ
き
保
障
に
つ
い
て
意
見
が
定
ま
ら
な
か
つ
た
。
此
の
黙
を
続

つ
て
、
平
和
は
事
實
上
回
復
を
見

な
か
つ
た
。
英
國
、
カ
ス
テ

イ
ユ
、
ア
ラ
ゴ
ン
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
諸
國

の
國
王
が
爾
當
事
者
に
、
法
王
の
仲
裁
裁
判
に
附
記
す

べ
き

事
を
勧
告
し
た
の
は
、
恐
ら
く
此
の
頃
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
此
の
勧
告

に
基
づ
い
て
、

一
三

一
七
年
十

一
月
四
日
巴
里
に
於

て

一

の
條
約
が
結
ば
れ
、
問
題
を
法
王
ジ
ヤ

ン
廿
二
世
に
附
託
す
る
事
が
約
定
さ
れ
た
。
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何

ぽ
本

黙

に

つ

い
て
は

、
=

二

一
九

年

一
月

七
n

の

フ

ラ

ン

ス
諸

侯

の
宣

臼.口
書
参
照

、

法

王

の
意

見

は

=

一二

九
年

前

に
は

既

に
與

へ
ら

れ

て

あ

つ
た

の
で

あ

る
が

、

蝕

に
疑

問

を

提

供

す

る

の
は

、

=

一=

七

年

の
四

月

九

日

に

フ
ィ
リ
.
プ

が

フ
ラ

ン
ド

ル
伯

に
逡

つ
た

招

請

状

が

、
そ

の
第
日三

項

に

於

て

、
既

に

、
問

題

の
法

王
附

託

の
約

定

に
基

づ

き

法

王

の
意

見

が
輿

へ
ら

れ

た
事

實

、

及

び

フ
ラ

ン
ド

ル
代
表

が

そ

の
運

守

を

留

保

し

て
退

去

し

た
事

實

を
指

摘

し

て

ゐ

る
事

之

れ

で

あ

る
。qD

前
掲

証
④

に
塞
・げ
た

フ
ラ

ン
ス
諸
侯

の
宣
言
書

に
其
の
内
容

を
牧
録
し

て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
。

右
の
時
日
の
相
異
よ
り
、
次

の
こ
と
が
推
定
せ
ら
れ
る
。

二

)
仲
裁
裁
判
條
約
並
び
に
仲
裁
裁
判

が
再
度

に
亘
つ
て
行
は
れ
た
事
。

(
二
)
若
し

一
度

の
み
で
あ

つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

(
イ
)

二
二
一
七
年
十

一
月
と
い
ふ
年
月
が

二
二
一
六
年
十

一
月
の
談
り
で
あ
る
か
、

(
ロ
)
叉
は

一
三

一
七
年
四
月
が
、
實
は

一

三

一
八
年
四
月
で
あ
つ
た
か
の
何
れ
か
で
あ
る
事
。

胸
第

一
の
假
定
に
つ
い
て
言

へ
ば
、
十

一
月
の
條
約
に
、
何
故
最
初

の
媾
和
條
約

の
事

の
み
墨
げ
て
、
仲
裁

裁
判
條
約

の
事
並
び
に

 D
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X
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仲
裁
裁
判
の
事
に

一
言
も
燭
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
か
が
説
明
し
難

い
。

=
二
一
九
年
の
フ
ラ

ン
ス
諸
候
の
宣
言

に
つ
い
て
竜
亦
同

様
で
あ
る
。
更
に
叉
、
同

一
の
事
件
に
つ
き
、
同

一
の
人
の
意
見
を
、
同

一
の
事
情
に
あ
わ
乍
ら
、
僅

々
撒

ヶ
月
の
隔
b
を
以
つ
て
、

求
め
る
と
い
ふ
必
要
が
あ
つ
た
と
は
思

へ
ぬ
の
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
假
定
の
中
、

(
イ
)
に
於
て
、
同
條
約
で
は
フ
ィ
リ
。
プ
は
既

に

と
呼
ば
れ
、
之
れ
に
対
し

同
條
約
は
、
前

の
媾
和
條
約
に
就
い
て
は
、

と
稻
し
て
ゐ
る
。
該
嫌
和
條
約
が
問
題
に
さ
れ
る
限
り
、
四
月
の
招
講
歌
に
於
て
も
、

の
如
く
、
叉
前
述
佛
國
諸
侯

の
宣
言
に
於
て
も

の

如
く
、
常
に
撮
政
た
る
地
位
が
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
フ
ィ
リ
ップ
の
即
位
は

=
二
一
七
年

一
月
九
日
で
あ
つ
た
。
從

つ
て
仲
裁

裁
判
條
約

が
之
以
前
に
、
即
ち

=
二
一
六
年
十

一
月
に
締
結
せ
ら
れ
た
と
の
假
定
は
捨

て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
淺
る
の
は
最
後

の

假
定
の
み
で
あ
る
。
之
れ
が
支
持
は
軍
に
右
の
除
去
法
に
基
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
佛
蘭
西

の
復
活
祭
暦
に
從

つ
て
全
く

一
年
違
ひ

に
年
號
が
記
さ
れ
た
例
が
、
此
の
當
時
別
に
あ
り
得
た
事
を
以

つ
て
、
之
れ
を
裏
書
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。

例

へ
ば

ブ
イ

リ

ッ
プ

四
世

が

英

國

王

ヘ
ン
リ

ー
と

の
仲

裁

裁

凋
條

約

締

結

の
爲

め

の
使
飾

に
対
し

輿

へ
た

委

任

欺

に

は

、

と

あ

る

が
、

之

は

復
括

祭
暦

に
よ

つ
た

の
で
あ

り
、

荊
常

の
暦

で
は
實

に

一
三

一

一
年

に
相
嘗

す

る
も

の

で
あ

つ
た
.、
参
照

。

而
し
て
本
條
約

に
よ
り
法
王
の
與
ふ
べ
き
も
の
は
、
仲
裁

裁
判
と
は
言
は
れ
す
、
中
P言
叉
は
勧
告

で
あ

る
。
此
の
黙
に
つ
い
て
は
後
に
述
ぶ
る
所
に
譲
る
が
、
要
す
る
に
問
題
の
忠
言
が
戦
争

に
先
立
つ
紛
争

の
解

決
方
法
で
は
た
く
、
嬉

"nostre Seigneur le R
oy"

R
oy et  le R

egent"

au tem
ps, due nous estions R

egent"

"nostre Seigneur le

"ladicte Paix faicte

"D
om

inus R
ex tunc regens"

anno D
om

ini

m
illesim

o trecentesim
o decirno

D
nm

ont, op. cit., t. I, ItT
e partie, p, 360, D

C
X

V
II, note (1)

(C
onseil, cor_cilium

 )



和
の

一
要
素

と
し
て
の
解
決
方
法
で
あ
る
職
に
、
本
事
件
の
中
世
的
特
色
の
存
す
る
事
に
易
り
は
な

い
。

右
の
事
件
よ
り
少
し
く
湖

つ
て
、

一
三

一
五
年
十
二
月
に
先
王
ル
イ
十
世
は
、
ア
ル
ト
ア
伯
夫
人
と
同
國
貴
族
と
の
聞
の
戦
争

に

介
入
し
、
仲
裁
裁
判
判
決

に
よ
つ
て
之
に
解
決
を
與

へ
た
。
判
決
に
よ
れ
ば
、
コ
剛
常
事
者

の
與

へ
た
ろ
樺
能
に
よ
り
」
、
王
は
命
令

宣
告
し
、

{、第
二

、

一
切
の
憎
悪
と

一
切
の
怨
恨
、

一
切
の
攻
撃
と

一
切

の
憤
怒
が
、
双
方
の
善
き
心
も
て
緩
和
せ
ら
れ
、
抑
制
せ

ら
れ
、
宥
恕
せ
ら
る
べ
き
こ
み
こ

と
定
め
た
。
而
し
て
本
判
決
は
當
事
者
間

の
媾
和
條
約
と
し
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
三

三

囚
年

八

月
廿

七

日

ブ

ラ
バ

ン
公

を

一
方

當

事

者

と
し

、

ボ

へ
、ミ
ヤ

王

、
ケ
ル
ン

大

司
敏

、

リ

ェ
!

ジ

ュ
司
敏

、

フ
ラ

ン
ド

ル

伯

、

エ
イ

ノ

ー
狛

、

ゲ

ル

ド

ル
伯
、

ジ

ュ
リ

エ
伯

、

ソ

ア

ッ
ソ

ン
伯

、

・
ス
伯

、
ゼ

ラ

ン
ド

伯
、

ナ

ム

ー

ル
伯

其

他

を

他
方

當

事
者

と

す

る

ア

、、・
ヤ

ン
媾
和

條
約

の
締

結

を

見

た
が

、

之

は

既

に
爾

當

事

者

に
存

在

し

た

仲

裁

裁
判

柊
、約

に
基

い
て

仲

裁

裁
判

樺

を

附

與

さ

れ

た
佛

蘭

西

王

フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ド

・
ヴ

ァ
ロ
ア

の
下

し

た
仲

裁

裁

判

判

決

に

外

な

ら
な

か

つ
た

。
そ

の
媾
和

條

件

の
規

定

は

稀

に

見

る

詳

細

を
極

め

た

も

の

で
あ

る

。

問

題

の
.仲

裁

裁

判

條

約

は

、
デ

ュ
モ

ン
の
牧

録

す

る
所

と
な

つ
て

ゐ

な

い
が

敗

に

、

共

の
内

容

を

知
る

に
由

な

い
、
尤

も

、

一
三

三

二

年

に

一
の
仲

裁

裁

判

條

約

が
、

ブ

ラ

バ

ン
公

を

一
方

の
當

事

者

と

し

、
右
媾
和

條

約

の
他

方

當

事

者
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の
或

る
者
を
相
手
方
と
し
て
、
結
ば
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
営
事
者
を
必
す
し
も
杢
く
同

一
に
し
て
ゐ
な

い
の
で
、
之
れ
と
同

一

覗
す
る
事
に
は
危
険

が
あ
る
。
然
し
、
此
の
如
き
仲
裁
裁
判
條
約

の
存
し
た
事
は
、
本
購
和
條
約

(
即
ち
仲
裁
判
決
)
中
に
、
そ
の

事
に
暇
れ
て
ゐ
る
が
故
に
疑
ひ
を
挿
む
こ
と
を
得
な

㌦

か
く
し
て
本
事
件
に
於

て
も
、
吾
々
は
再
び
、
仲
裁
判
決
が
最
後
的
婿
和

の
性
質
を
有
し
、
之
れ
に
対
し
仲
裁
裁
判
條
約
が
、
媾
和

豫
備
條
約
を
成
す
こ
と
を
見
出
す

の
で
あ
る
。

②

=

二
三

二
年

六

月

二
十
目

の

ブ

ラ

バ

ン
公

の
相

手

方

は

。

ユ
i
伯

、

ケ

ル

ン
大

司
教

、

リ

エ
ー
ジ

ユ
司
教

、

リ

ユ
ク
サ

ン
ブ

ー

ル
伯

、

ゲ

ル
ド

ル
伯

、
ジ

ユ
リ

エ
伯

、

ナ

ム
ー

ル
伯

で
あ

る
。

術

ぼ
、

本

仲

裁

判

決

中

に

、

ブ

ラ

バ

ン
公

と
ゲ

ル
ド

ル
伯

と

の
悶

の

カ

ム
ブ

ラ

イ
條
.約

二

三

二
、西

年

八

月

二

日
)

の
運

守

に
關

す

る

一
節

が

あ

る

が

、
本

條

約

は
判

決

に
依

れ

ば

、

と

あ

つ
て

、
佛

國

の
仲

裁

裁

判

に

よ

つ

て
決

定

せ

ら
れ

た

購

和
條

約

で

あ

つ
た
様

で

あ

る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ド

・
ヴ

ァ

ロ
ア

の
仲

裁

判

決

が
媾
和

的

の
も

の
と

な

つ
た
例

と

し

て
別

に
、

一
三

三

八

年

の
夫

が

あ

る
。

ロ
ー

レ

ー

ヌ
公

と
バ

ー

ル
伯

と

の
間

に

あ

つ
た
戦

雫

に
關

し

て
、

前

者

に
就

い

て

は

ボ

へ
、ミ
ヤ

王

が

、

後

者

に
就

い
て

は

ジ

.
ア

ン
ヴ

ィ
ル
侯

と

シ

や,
ン
パ

ー

ニ

ユ
の
代

官

と

が
代

つ

て
、

爾

當

事

者

の

「
戦
争

と
紛

争

と

の
問

題

と
、

事

件
全

罷

と

を

、
佛

王

の
意

志

と
命

令

と

に

D
um

ont, op. cit., t. I,  2cm
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C
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附
託
し
た
」
の
に
基
き
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、

「
爾
今
良
き
平
和
が
、
宛
も
曾
つ
て
戦
雫

の
な
か
り
し
如
く
に
、
全
く
且
つ
確
固
と
し
て

存
す
べ
き
こ
と
」
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
本
判
決
は
、
二
三
の

一
般
的
平
和
條
件
を
定
め
、
其

の
他
の

一
切
.の
事
項
に
つ

い
て
は
、
當
事
者
各

々
が
二
名
宛
を
選
ぶ
仲
裁
裁
判
官
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
ゐ
る
。
此
の
仲
裁
裁
判
樺
は
、

笙

一
次
仲
裁
裁
判
官
た
る

フ
ィ
リ
ッ
プ
自
身
に
よ
つ
て
賦
與
さ
れ
る
も
の
た
る
事
が
明
記
せ
ら
れ
て
居
る
。
從

つ
て
鼓
に
二
重
の
仲
裁

裁
判
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
然

る
に
、
第

一
次
仲
裁
裁
判
樺
は
、
第

二
次
の
裁
判
椹

の
設
定
に
よ
つ
て
、
共
の
任
務
を
果
し
終

へ

た
も
の
で
な
く
、
換
言
す
れ
ば
、
消
滅
し
去
る
こ
と
な
く
、
第
二
次
仲
裁
裁
判
椹

に
よ
り
解
決
を
見
る
に
至
ら
な
か
つ
た
事
項
は
、

樽
び
策

一
次
仲
裁
裁
判
樺

の
直
接
的
管
轄
に
鵬
す
る
も
の
と
な

つ
て
ゐ
る
。
故
に
之
れ
を
樺
能
の
側
面
よ
り
見
れ
ば
、
二
重
仲
裁
裁

判

で
あ
り
、
手
続

の
側
面
よ
り
す
れ
ば
、
三
重
仲
裁
裁
判
で
あ
る
。
此
の
黙
に
本
仲
裁
裁
判
事
件
の
特
殊
の
性
質
が
あ
る
。
し
か
も

購
和
と
い
ふ
契
機
の
中
に
於
て
然
る
の
で
あ
る
。
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右

の
外
、
ブ
ラ
バ
ン
公
と
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
と
の
聞
に
対
す

る
フ
。
リ
ッ
プ
の
仲
裁
裁
判
も
両
者

聞
の
條
約
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

m
引

一
三
四
七
年
・六
月
の
判
決
。

ニ
ニ
六
五
年
三
月
六
日
、
佛
蘭
西
王
シ
ャ
ル
ル
五
世
と
ナ
ヴ
ア
ー
ル
王
シ
+
ル
ル
悪
王
と
の
問
に

一
の
條
約

が
締
結
せ
ら
れ
て
ゐ
る

が
ヨ
之
れ
は
か
の
名
將
デ
ュ
・
ゲ
ク
ラ
ン
の
武
勲
を
語
る

コ
シ
ュ
レ
ル
の
戦
闘
を
含
む
、
両
者

間
の
戦
争

の
後

に
結
ば
れ
た
媾
和

條
約

で
、
ゲ
ラ

ン
ド
條
約
之
れ
で
あ
る
。
本
條
約
は

一
の
仲
裁
裁
判
條
欺
を
設
け

て
ゐ
る
。
即
ち
本
媾
和

條
約
そ

の
も
の
に
於
て
爾
常
事

者
闇
に
協
定
の
成
立
し
た
事
項

(
モ
ン
ペ
リ

ェ
男
爵
領
、

マ
ン
ト
市
、
ム
ー
ラ
ン
市
、

ロ
ン
グ
ヴ

ィ
ル
伯
爵
領
等
に
…關
す
る
事
項
)

を
除
き
、
ブ
ー
ル
ゴ
ー

ニ
ユ
共

の
他
に
關
す
る
事
を
、
佛
蘭
西
王
の
主
樺
を
害
す
る
事
な
く
、
現
在
叉
は
將
來
の
法
王
の
仲
裁
裁
判

に
附
託
す
る
規
定
之
れ
で
あ
る
、
此
の
仲
裁
裁
判

の
最
後
的
媾
和

の
性
質
、
以
て
見
る
べ
で
あ
る
。

仲
裁
裁
判

の
媾
和
的
性
質

の
極
め
て
明
白
に
認
め
ら
る
る
も
の
に
、

所
謂

「
和
平
判
決
」

又
は

「
和
平
仲
裁
判
決
」

が
あ
る
。

 "les choses dont ils ne pourront cheoir en accord entre eux it rapporteront par devers nous et nous les term
ine-

rons et m
etterons a fin d'heue."
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前
者
は

二
二
七
八
年
八
月
三
十
日
皇
帝
力
!
ル
四
世
が
、
ヴ
.
ル
ツ
ブ

ル
グ
司
敏
、
ヴ
.
ル
テ

ン
、、ヘ
ル
ビ
伯
、
ホ
ー
エ
ン
ロ
!
エ
の

等
と
、
シ
.ウ
ァ
!
、、ヘ
ン
及
び

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
地
方
の
諸
都
市
と
の
問
に
下
し
た
仲
裁

判
決
で
あ
る
。
判
決
中
に
、

「
本
戦

孚
に
参
加
し
た
る
云
々
」
と
言
は
れ
、
之
れ
に
關

し
て
雨
當
事
者
聞

の

一
切
の
紛
雫
に
つ
い
て
判
決
す
る
も

の
な
る
事
が
詮
か
れ
て

ゐ
る
に
よ
っ
て
、
之
れ
が
妨
和
を
目
的
と
す
る
事
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
、

「
爾
當
事
者
の
知
と
意
志
を

以
て
宣
告
し
た
」
も

の

で
あ
る
が
故
に
、
換
言
す
れ
ば
、
爾
當
事
者
の
合
意
に
基
づ
き
與

へ
ら
れ
た
仲
裁
裁
判
椹
に
依
つ
て
、
日判
決
し
た
も
の
で
あ
る
が
故

に
、
仲
裁

裁
判
た
る
事
も
疑

ひ
得
な
い
。
し
か
も
此
の
判
決
を
、
爾
當
事
者
は
別
に
、
誠
實
に
運
守
す
る
こ
と
を
受
諾
し
、
約
定
し
、

以
つ
て
判
決
自
身
を
し
て
、
媾
和

條
約
的
性
質
の
も
の
た
ら
し
め
て
ゐ
る
。

併
し
乍
ら
本
判
決
は
自
ら
未
だ
最
終

的
媾
和

を
成
す
も
の
で
な
く
、

エ
ッ
ス
リ
ン
グ
市
と
ヴ
、
ル
テ

ン
ベ
ル
ビ
と
の
係
争
問
題
に
つ

い
て
は
、
仲
裁
裁
判
、樺
は
、
右
爾
當
事
者

の
選
ぶ
四
名
の
仲
裁
裁
判
官
に
委
任
せ
ら
れ
、
更
に
之
に
よ
り
判
定
に
至
ら
ぬ
時
は
、
第

三
次
仲
裁
裁
判
椎
と
し
て
、

フ
ァ
ル
ッ
伯

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
と
ウ
ル
ム
市
民
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
と
の
共
同
裁
判
樺
が
設
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

故

に
前
記

一
三
三
八
年
の
佛
王

フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ド

・
ヴ
ァ
ロ
ァ
の
判
決
と
同
様
、
数
次
的
仲
裁
裁
判
制
度
を
設
け

た
も
の
で
あ
る
。
唯
、
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右

の
事

件

に
於

て

は
、
手
續

的

に

三

次

的

で

あ

り

、
樺

能

の
観
點

に

於

て
は

二
次

的

で

あ

つ
た

の

に
対
し

、

本

判

決

に
於

て

は

、
何

れ

も

三
次

的

と

な

っ

て
居

る
。

然

し

第

一
次

仲

裁

裁

判
樺

は

、
右

の
第

三

次
仲

裁

裁

側

官

の
内

、

フ
リ

ー
ド

リ

ッ
ヒ
の

死

亡

の
場
合

に

つ

い

て
、

別

人
を

仲

裁

裁

割

官

と

し

て

(
a
l
s
 
 
s
c
h
i
d
l
i
c
h
e
n

)

選

ぶ
椹

能

を

留

保

す

る

に
止

ま

り
、

ウ

ル
リ

ッ
ヒ

の
死
亡

の
場
合

は
、

新

…選
任

樺

は

ウ

ル

ム
市

に
認

め

ら

れ

て

ゐ

る

の
で

あ

る
。

和

雫

判

決

の
他

の

一
つ
は
、

一
四

四

四

年

三

月

骨

七

日
佛

蘭

西

王

シ
干
ル

ル

七
世

が
、

ア

ン
ジ

.
ー
公

(
バ

ー

ル
公
、

シ

シ
リ

!
王

)

ル
ネ

と

ヴ

オ

ー
ド

ゥ

モ

ン
伯

ア

ン
ト
ア

ヌ
と

の
間

の
戦

争

に
対
し

て
與

へ
た

仲

裁

判

決

で

あ

る
。

之

に

至

る
事

情

は

、
判

決

の
前

文

に

示

さ
れ

て

ゐ

る
。

そ

れ

に
擦

れ

ば

、

シ
ャ
ル

ル
七
世

が
領

土
た

る

シ
ャ
ン
パ

ー

ニ
ユ
巡

察

に
際

し

、

該

地

方

の
臣

民

の
困
懲

疲
弊

の

様

を

見

、

其

の
因

つ
て
來

る
所

が

バ

ー

ル
及

び

ロ
ー

レ

ー

ヌ
境

に

あ

り

、

右

の
爾

當

事
昇

間

に

「
存

し

且

つ
既

に

久

し

く

績

け

ら

れ

來

つ
た

戦

争

、
紛

争

、

紛

議

及

び

問

題

」

に

關

し

て
、

「
彼

等

及

び

彼
等

の
兵

士

、
属

臣

、

臣

民

、

隷

僕

、

友

交

者

及

び

同

盟
勢
.に

よ

り

、

敷

々

の
不

法

行
爲

や
齪

暴

や
職

功

や

が
、

股

の
臣

下

、

人

民
、

更

に

は

當

事

者

及

び

共

の
國

と

人

民

と

の
堪

え
難

き
負
担

に

於

て
、

行

は

れ

、

犯

さ
れ

」

來

つ
た

の
に

起

因

す

る

も

の

た

る

事

を
知

り

、

か

く

し

て

シ

羊
ル

ル
は

「
是

等

の
愁

獣

と
、

か

く

竜

有

害

な

る
災

鍋

を

止

め
、

彼

等

の
紛

議

、
争
論

を
善

き
方

法

と
適

宜

な

る
仕

方

に

よ

つ
て
鎭

め

る
爲

め

に
」

爾

當

事

者

を

招

き
、

之

に

数

回

の
忠

告

を

行

つ
た

。

そ

の
結

果

當

事

者

は

一
切

の
紛
争

を

佛
蘭

西

王

の
仲
裁

裁

判

に

附

託

す

る

こ

と
に

同

意

す

る

に
至

つ
た

の

で

あ

つ
た
。

D
u
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に

一
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〇
夢
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巴
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際
仲
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度
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特
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三
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二
七



一
の
購
和
的
仲
裁
判
決

を
下
し

て
ゐ
る
事

に
注
意
し
た

い
。

而
し
て
本
判
決
の
媾
和
的
性
質
は
、
右
の
事
賃
の
外
、
判
決
の
諸

々
の
具
體
的

内
客
の
證
明
す
る
所
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
判
決

自
ら
が
、

「
媾
和
條
約
」
の
名
を
以
て
自
裕
し
て
ゐ
る
の
に
よ
つ
て
も
知
る
事
が
出
來
る
。
最
後
に
叉
、
前
述
獨
逸

皇
帝
の
判
決
と

異
り
、
本
判
決
は

「
終
局
的
媾
和
條
約
」
で
あ
つ
た
。

第

十
五
世
紀
の
仲
裁
.裁
判
事
件
と
し
て
、
右
の
外
な
ほ
幾
多
あ
る
中
に
、
政
治
的
に
重
要
で
あ
つ
た
も
の

一
つ
の
み
を
鼓
に
塁
げ

て
辱

に
止
め
よ
う
・
即
ち

西

七
五
矢

尋

巻

σ
佛
蕎

仲
裁
裁
製

約
で
あ
祝
・
本
條
約
は
同
月
同
日
に
爾
當
響

聞
に

締
結
せ
ら
れ
た
四
ヶ
の

一
聯

の
平
和
條
約

の
第
二
條
約
を
成
す
も
の
で
あ
つ
た
。
然
し
爾
當
事
必
間
に
現
實
の
戦
闘
行
爲
が
行
は
れ

た
後
の
妨
和
條
約

で
は
な
か
つ
た
が
、

エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
が
佛
蘭
西
征
服
を
目
的
と
し
て
、
同
年
六
月
軍
を
率
ゐ
て
カ
レ
ー
に
上
陸
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 "E
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oyens et conve-
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し
、
直
ち
に
ル
イ
十

一
世

に
対
し
宣
戦
を
布
告
し
、
後
苦
も
亦
之
に
鷹
答
し
た
の
で
あ
つ
た
。
唯
、
英
王
は
同
盟
國
た
る
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ユ
公
の
援
兵
を
獲
る
に
至
ら
な
か
つ
た
爲
め
に
困
じ
、

ル
イ
も
亦
後
者
と
の
緊
張
関
係

に
あ
つ
た
爲
め
に
、
力
を
爾
敵
に
分

つ
を

欲
せ
す
、
そ
の
結
果
結
ば
れ
た
の
が
本
條
約
で
あ
つ
た
。
故
に
な
ぼ
媾
和
條
約
た
る
を
失
は
な
い
。
叉
悠
約

の
内
容
よ
り
見
れ
ば
、

両
者

問
に
、

「
過
去
に
於
て
不
詳
な
る
戦
争

、
暴
力
及
び
無
敷
の
危
険
、
並
に
彼
等
の
臣
下
の
莫
大
な
る
損
害
と
無
邊
な
る
基
堺
数

の
大
い
な
る
損
失
が
齎
ら
さ
れ
た
が
、
是
等
の
事
は
、
彼
等
の
紛
争

(
・王
張
)
が
然
る
べ
き
様
に
譲
歩
せ
ら
れ
、
各
々
の
模
利
が
合

法
的
に
検
討
せ
ら
れ
て
、
各

々
に
正
し
く
賦
與
ぜ
ら
る
ゝ

に
依
る
よ
り
外
、

一
暦
迅
速
に
叉

一
暦
榊
聖
に
終
熔
せ
し
め
ら
る
曳
事
を

得
な

い
が
故
に
、
基
督
者

の
流
血
を
全
力
を
以
て
避
け
ん
こ
と
を
麩
望
し
、
畷
ら
れ
た
る
烈
の
兇
暴
に
よ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
他
人
の

快
き
仲
裁
に
よ
つ
て
獲
得
す
る
こ
と
を
欲
し
」
、
鼓
に
當
事
者
各
々
二
名
の
仲
裁
裁
判
官
に
、
右

の
戦
争
や
紛
壌
を
附
託
す
る
事
を

約
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
本
仲
裁
裁
判
の
媾
和
的
性
質
を
示
し
て
ゐ
る
。

 D
um

ont, loc. cit., C
C

C
X

L
V

I. 

Flassan, op. cit., t. 1, p. 226. 

ibid, p. 223-- 4.
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欧
羅

巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
制
度

の
特
異
性

(
野
見
山
)

(
第
六
巻

第

二
號

一
玉上
ハ
)

三
〇

a
l
i
o
r
u
'
n
 
b
l
z
n
d
o
 
a
r
b
i
t
r
i
o
,
 
q
u
a
m
 
c
r
u
e
n
t
a
e
 
e
n
s
i
s
 
f
o
r
m
i
d
i
n
e
 
o
b
t
i
n
e
r
e
 
c
u
p
i
e
n
t
e
s
,
 
�
 
�
 
�
 
�
 
.
"

(
三
)
中
世
國
際
仲
裁

裁
判
の
調
停
的
性
質

戴
に
調
停
的
と
い
ふ
の
は
、
中
世
國
際
.仲
裁
裁
判
が
調
停
と
全
く
同
様
で
あ
つ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
蓋
し
調
停
は
、
國
家
間

に
紛
争

の
起

つ
た
場
合
に
、
第
三
國
が
嘗
事
國
の
間
に
介
入
し
て
、
之
に
友
誼
的
取
極
め
叉
は
和
解
に
到
達
す
る
爲
め
の
共
、礎
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
提
示
せ
ら
れ
る
要
協
案
は
、
爾
當
事
者
を
拘
束
す
る
も
の
で
ぱ
な

い
。
故
に
調
停
は
二
ヶ
の
鮎
に
於

て
特
色
を
有
す
る
。
即
ち

一
は
、

「
相
異
る
利
害
を
安
協
せ
し
め
、
友
誼
的
協
調
の
基
礎
を
暗
示
す
る
こ
山
こ

之
で
あ
り
、
他
ぱ
、

「
事
件

の
直
接

の
當
事
者
に
提
起
さ
れ
た
安
協
案
に
同
意
す
る
や
否
や
の
全
き
自
由
を
残
す
」

こ
と
之
で
あ
る
。
吾
々
が
中
世
國
際

仲
裁
裁
判
の
調
停
的
性
質
と
称
す

る
所
以
の
も
の
は
、

一
は
、
右
の
第
二
の
標
識
、
即
ち
奴
力

の
槻
黙
を
除
去
し
、
第

一
の
標
識
、

即
ち
共
の
實
質
に
關
し
、
仲
裁
裁
判
が
、
爾
當
事
者
の
利
害

の
妥
協
を
計
る
も

の
で
あ
つ
た
と
い
ふ
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
判
決

そ
の
も
の
玉
準
振
す
る
原
理
に
観
点

を
置

い
て
、
し
か
言
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
點

こ
そ
、
極
め
て
中
世
的
な
る
性
質
を
成
す

も
の
で
あ
る
。
然
し
第
二
に
、
少
し
く
近
世
的
意
義
に
於
て
、
中
世
仲
裁
裁
判
の
媾
和
的
性
質
を
語
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
は
、

仲
裁
裁
判
が
そ
の
概
念

の
中
に
、
或
は
巌
密
に
言

へ
ば
、
そ
の
手
續

の
中
に
、
右
に
述
べ
た
第
二
、
第
二
の
標
識
.を
且
ハふ
ろ
完
全
な

調
停
を
内
包
し
て
ゐ
た
事
之
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
仲
裁
裁
判
自
身
ぱ
、
こ
の
調
停
に
鑑
費
す
し
て
、
別
に
司
法
的
ー

-
法

叉
は
正
義
若
く
は
衡
平
を
適
用
す
る
1
手
續

を
も
内
包
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
前
者

の
極
端
な

る
場
合
と
し
て
、
實
質



的
の
み
な
ら
す
、
効
力
的
観
點

に
於
て
も
、仲
裁
裁
判
が
調
停
と
本
來
歴
別
な
き
場
A
日
も
あ
る
。
し
か
も
實
際

に
於
て
は
、
此
の
如
き

調
停

が
實
効
力

を
持
つ
こ
と
も
稀
で
な
く
、
そ
の
結
果
、
調
停
が
最
早
や
単
な
る

調
停
で
な
く
、
右
蓮
べ
た
第

一
の
場
合
と
同
様
の

意
味
を
有
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

現
今
國
際
法
制
に
於
て
ぱ
、
仲
裁
裁
判
の
準
擦
す
べ
き
原
理
は
法
で
あ
る
。
實
設
的
に
定
ま
つ
て
ゐ
る
法
規
で
な
く
と
も
、
正
義

父
は
衡
干

(葺
⊆
蒙
)
で
あ
る
。

現
代
的
意
義
に
於
け
る
仲
裁
裁
判
の
起
源
と
言
は
れ
る

一
七
九
四
年
の

ジ

エ
イ
條
約
第
六
條
は
、

仲
裁
裁
判
官
の
與

ふ
べ
き
宣
誓
の
形
式
を
定
め
て
、

「
一
切
の
訴

へ
並
び
に
要
求
を
、
正
義
と
衡
平
と
の
法
則
に
從

つ
て
、
・審
査
し

決
定
」
す
べ
き
も
の
と
し
て
ゐ
る
。

仲
裁
裁
判
の
準
擦
原
理
に
蘭
す
る
此
の
制
度
ば
、右
の
ジ
エ
イ
條
約
に
於
て
確
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、更

に
湖
つ
て
、
遅
く
と
も

第
十
六
世
紀
末
に
は
確
立
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
而
し
て
此
の
原
則
が

一
般
的
國
際
法
規
と
し
て
實
護
的
に
定
ま
つ
た
の
は
、
實

に
海
牙
平
和
禽
議
に
於
て
穿
あ
る
。
海
牙
の
國
際
紛
争

の
平
和
的
盧
理
に
關

す
る
協
約
は
、
そ
の
第
三
十
七
條

(第

一
回
會
議

の
調

印
し
た
協
約

に
於

て
ば
、
第

十
五
條
)
に
於
て
、
國
際
仲
裁
裁
判
は

C
harles  C

alvo, L
e D

roit international theorique et pratipue, 5e edition, 1896, tom
e III, § 162. 

A
. M

erignac, T
raite theorique et pratique de 1 A

rbitrage international, 1395, p. 41.

(quit(1)

Jam
es B

row
n Scott : L

es C
onferences de la paix de L

a H
aye de 1199 et 1907, trad. fr. t. I, p. 185. 

M
artens, R

ecueil de T
raites, t. V

. p. 643 et suiv.

"le rcglem
ent de litiges entre les E

tats par des juges



を

目

的

と
す

る

も

の
な

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し
た

。

私
見

に
よ
れ
ば
、
仲
裁
裁
判
が
調
停

に
劃
し
、
本
質
的
に
は
法
又

は
正
義
に
嫁

る
べ
し
と
の
観
念
は
、
恐

ら
く
は
第

十
五
世
紀
迄
、
或
は
少
く

と
も
第
十
六
世
紀
初
期
麹
湖

り
得
る
も

の
と
思
ふ

の
で
あ
る
が
、
此

の
黙

は
他
日

の
研
究

に
よ
リ
明
ら
か
に
し
度

い
。
唯
。

一
五

一
六
年

十

一
月
十
九
H
、
佛
蘭

西
と
瑞
西
と

の
間

に
締
約

せ
ら
れ
た

ブ
リ
ブ

ー
ル
條

約
参
照

、

働

尤
も

一
九

一
〇
年
九
H
七
日
、
北

天
西
洋
沿
岸
漁
業
擢
問
題

に
關
す
る
英
米

二
國
間

の
紛
璽
に
対
し

て
、
海

牙
仲
裁
裁
判
所
は
、
軍

に
仲
裁
判

決

の
み

な
ら

ず

、

を
與

へ
た

。

殊
に

以

下
。

此

の
黙

よ
り
、

現

今

に
於

て
も

、

中
世

紀

同
様

に
仲

裁

裁

判

に
調

停

的

要
.索
を

含

む

こ
と

が

あ

る
と

せ
ら

る

る
が

然
し
此

の
場
合

に
於
て
は
、
常
該
鋤

告

は
、

一
方

に
於

て
判
決
同
様

の
拘
束
力
を
有
し
な
か
つ
た

の
で
あ

り
、
他
方

に
於

て
、
判
決
自
體

の
中

に
存
し

て
ゐ
て
、
之

に
先
立

つ
手
続
と

し

て
は
存
し

て
ゐ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
右

に
述
べ
た
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判

に
於
け
る
調
停
的
要
素

の
何
わ

の
在

リ
方
に
も
合
致
し
な

い
。
正

に
現
代
仲
裁
裁
判

の

一
異
例
た
る

の
み
。

大
職
後
の
國
際
立
法
が
釜

々
仲
裁
裁
判
の
司
法
的
性
質

を
明
瞭
な
ら
し
め
て
來
た
こ
と
は
既
に
人
の
知
る
所
で
あ
る
。
唯
、
從
來

の
仲
裁
裁
判
が
、
二
ヶ
の
制
度

に
分
化
し
、

「
仲
裁
」

の
語
は
そ
の

一
方
の
み
に
淺
る
こ
と
」
な

つ
た
爲
め
に
、
司
法
的
解
決
に
封

し
て
、
仲
裁
的
解
決
ぱ
、
法
的
決
定
を
口
的
と
せ
す
、
事
實
的
解
決
、
即
ち
餐
協
を
目
的
と
す
る
も
の
」
様

に
理
解
せ
ら
れ
る
處
が

な

い
で
も
な
い
が
、
實
謹
法
規
を
見
る
と
き
、
此
の
疑
問
の
根
擦
な
き
こ
と
が
知
ら
る
」
の
で
あ
る
。
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仲
裁

的
解
決

に

つ
い
て
、

一
丸

二
八
年

の
A
c
t
e
 
 
g
e
n
e
r
a
l
 
d
e
 
G
e
n
'
v
e
参
照

。

殊

に
同
條
約
第

二
十

一
條
に
定
む

る
、
言
は
ば
非
法
律
的

紛
争

に
就

い
て
竜
、
第

二
十

八
條
は
常
設
國
際

司
法
裁
判
所
親
程
第

三
十
八
條
に
定

む
る
法
準
則
に
.豫
る
べ
く
、
又
か
か
る
法
規
定
な
き
場

合
に

は
、
司
法
的
解
決
同
様
、
e
x
 
a
e
q
u
o
 
e
t
 
b
o
n
o

即

ち
e
q
u
i
t
eを
以
て
準
則
と
す

べ
き
も

の
と
し
、
仲
裁
裁
判
準
振

原
理

の
法
的
性
格
を
維
持

し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
日そ
れ
は
司
法
的
解
決

と
.

此

の
意
味

に
於

て
何
等

の
差
異
な
し
と

い
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
J
.
 
S
p
i
r
o
p
o
u
l
o
s
,
 
T
r
a
i
t
e

t
h
e
o
r
i
q
u
e
 
e
t
 
p
r
a
t
i
q
u
e
 
d
e
 
D
r
o
i
t
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
p
u
b
l
i
c
,
 
1
9
3
3
,
 
p
.
 
2
9
9
.

倦

て
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
に
於

て
は
、
そ
の
目
的
が
當
事
者
聞
の
事
實
的
牛
和
を
達
成
す
る
に
あ
り
、

當
事
者

の
か

曳
る
平
和

獲
得
に
必
要
な
る
場
合
に
、
法
的
方
法
と
し
て
そ
の
性
質
を
顯
現
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
ゝ
る

平
和
達
成
の
爲
め
に
、
仲

裁
裁
判
官
は
、
或
は
當
事
者
の
友
誼
的
安
協
に
努
め
、
又
た
と

へ
裁
判
判
決
を
下
す
場
合
に
於
て
も
、
必
す

し
も
適
法
性
の
要
求
が

追
求
せ
ら
る
ゝ

こ
と
な
く
、
調
停
や
和
解

の
原
理
即
ち
愛
協
を
招
來
せ
ん
と
す
る
考
量
に
擦
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
も
此
の
場
合

に
於

て
も
、
判
決
た
る
限
り
、
當
事
者

の
運
守
義
務
を
俘

ふ
も
の
で
あ
り
、
叉
判
決
に
先
立
つ
純
粋
の
調
停

の
場
合
に
於
て
も
、
當

事
者
に
よ
り
遵
守
せ
ら
る
ゝ

事
最
も
屡

々
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
調
停
と
仲
裁
裁
判
と
の
か
ゝ
る

混
同
の
態

様
は
、
既
に
本
節

の
最

初
に

一
言
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
今
少
し
く
詳
述
を
試
み
て
み
よ
う
。

諸
學
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
中
世
紀
に
於
て
は
、
仲
裁
裁
判
官
は
、
先
づ
爾
當
事
者
間
の
和
協
調
停
に
努

め
、
次
い
で
、
そ

の
敷

を
奏
せ
ぬ
と
き
に
甫
め
て
・
法
的
意
義
の
・仲
裁
判
決
を
下
し
て
ゐ
た
と
せ
ら
れ
み
"
從

つ
て
、
調
停
と
裁
判

と
は
、
仲
裁
裁
判

の
範

團
内
に
於
て
、
手
續

上
前
後
の
関
係
を
持
つ
て
ゐ
た
と
せ
ら
る
Σ
の
で
あ
る
。
尤
も
調
停
は
,仲
裁
裁
判
の
概
念
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ

欧
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
日裁
判
制
・度
の
特
媒
ハ性
(
野
見
山
)

(
・第
六
巷

麟印
二
號

一
七
九
)

三
三



る
と
は
言

へ
、
調
停
そ
の
も
の
は
直
ち
に
當
事
者
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
當
事
者
が
之
に
同
意
を
與

へ
ぬ
と
き
は
、
之
を
拘

束
し
得
な
い
わ
け
で
あ
つ
て
、
之
に
よ
つ
て
仲
裁
裁
判
の
任
務
が
絡
る
の
で
は
な
か
つ
た
。
仲
裁
裁
判
の
範
囲
内
に
於
て
、
別
に
裁

判
判
決
が
下
さ
れ
、
鼓
に
仲
裁
裁
判
の
拘
束
力
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
此

の
如
く
手
続

的
に
、
調
停
と
裁
判
と
が
前
後
関
係

に
於

て
、
仲
.裁
裁
判
の
中
に
、
偏
別
せ
ら
る
、
こ
と
が
明
白
に
顯
れ
た
の
は
、
第
十
四
世
紀
末
の
事
で
あ
つ
て
、
し
か
も
殆
ん
ど
專
ら
猫

逸
聯
邦
諸
組
成
者
間
或
は
、
獨
逸
語
系
諸
國
家
問
に
於
け

る
常
設
仲
裁
裁
判
制
度
に
於
て
ビ
あ
つ
た
。
私
見

を
以
て
す
れ
ば
、
そ
れ

以
前
に
於
て
は
此
の
如
き
明
白
な
区
別
は
観
念
さ
れ
て
居
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
叉
、
獨
逸
同
盟
以
外
に
於

て
も
、
か

曳
る
恒
別
な

き
制
度
が
、
第
十
五
世
紀
末
に
於
て
も
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
或
は
軍
に
漠
然
と
調
停
と
裁
判
と
の
方
法
に
よ
る
べ
ぎ
事
が

認
め
ら
れ
、
或
は
、
裁
判
判
決
そ
の
も
の
が
、
調
停
的
要
素
と
司
法
的
要
素
と
を
含
み
、
或
は
、
專
ら
調
停
的
要
素
を
含
み
な
が
ら
・

伺
ほ
且

つ
、
仲
裁

判
決
と
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
調
停
と
裁
判
と
が
分
化
せ
す
、
調
停
即
仲
裁
判
決
と
い
つ
た
混
然

と
し
た
性
質
を
持

つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
極
端
な
場
合
と
し
て
、
今
日
の
居
中
調
停
と
全
く
同
性
質
の
も
の
も
、
時
と
し
て

一

の
仲
裁
判
決
の
意
味
を
持
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

但
し
彼

の
引
用
す

る

の

一
句
は
、
實
は
巾
世
紀

に
適
用
せ
ら

る

る
の
で
は
な
く
、
第
十
九
世
紀
に

つ
い
て
言
は
れ
て
ゐ
る
所

で
あ

る
.、

は
、

中
世
紀

に
於
け
る
調
停
と
仲
裁
裁
判
と
の
結
合

の
仕

方

を
同
様
に
理
解
し

て
ゐ
る
が
、
そ

の
畢
げ

て
ゐ
る
例
は
、
實

に
鶴
十
五
世
紀

の
も
の
、
即
ち

一
四
六
七
年

の

一
の
仲
裁
裁
判
條
約
に
外
な
ら
な

R
alston, International arbitration from
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い
μ

而
し
て
右
の
如
き
手
続
的
匠
別
あ
る
場
合
に
於
て
、
裁
判

の
準
撰
原
理
は
法

で
あ
る
事
が
指
摘
せ
ら
れ
る
の
が
殆
ん
ど
常
で
あ
つ

た
、
然
し
實
際
に
於
て
は
、
即
ち
現
實
に
行
は
れ
た
仲
裁
判
決
に
於
て
は
、
必
す
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
厘

々
妥
協
的
原
理
に
基
い

て
行
は
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
事
は
手
続

的
頂
別
な
き
場
合
に
於
て
は
言
ふ
を
侯
た
な
い
所
で
あ
つ
て
、
或
は
事
件

の
或
る
内
容
に
っ
い

て
は
、
司
法
的
判
決
が
下
さ
れ
、
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
和

達
成
に
便
な
る
姿
協
的
決
定
が
與

へ
ら
れ
、

叉
時
と
し
て
は
、
法

に
よ
ら
す
し
て
、
専
ら
要
協
的
原
理
に
よ
つ
て
判
定
さ
る
べ
き
事
の
明
白
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
あ

つ
た
。
以
下
に
於
て
吾

々
は
紙
数

の
許
す
限
界
内
に
於
て
、
無
数

の
中
世
仲
裁
裁
判
事
例
中
よ
り
若
干
の
顯
著
な
も
の
の
み
を
選
び
來

つ
て
、
實
設
的
検
討

を
行
は
う
と
思
ふ
。

A
、
調
停
と
裁
判
と
の
手
続
的
前
後
関
係

を
含
む
仲
裁
裁
判
の
場
合
。

仲
裁
裁
判
の
範
囲
内
に
於
け
る
、
純
粋
の
調
停
と
裁
判
と
を
手
続
的
に
頂
別
し
た
最
初
の
文
献
を
呈
供
し
て
ゐ
る
の
は
、
著
者
研

究
の
目
下
の
限
度
に
於
て
は
、

一
三
八
六
年
四
月
四
日
に
、
七
名
の
獨
逸
諸
侯
と
十
四
の
帝
國
同
盟
諸
都
市

と
の
間
の
紛
雫
に
対
し

ユ

コ

て
下
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
判
決
の
諸
規
定
で
あ
る
。
本
判
決
は
夫
々
の
紛
雫
に
つ
き
第
二
次
的
仲
裁
裁
判

権
を
設
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ

厭

羅
　巴

巾
-世

紀

國
【際
御
目裁

裁

判

制

山皮

の
特

鮭
ハ性

(
野
見

山

)

(
第
「六
巻

笛
"二
號

一
八

一
)

ご
　五



る
が
、
中
に
就
い
て
、
北
ハ
の
第
二

の
判
決
事
項
は
、

二
,
ル
ン
ベ
ル
ヒ
候
と
同
市
と
の
問
の
紛
争

に
關
し
、
之
が
解
決
は
、
同
市
の

選
ぶ

一
名

の

即
ち
上
級
仲
裁
官
と
、
爾
當
事
者
各
々
に
よ
つ
て
選
ば
れ
る

即
ち
計
五
名
の

仲
裁
裁
判
官
に
よ
り
行
は
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
次
の
如
く
言
っ
て
ゐ
る
。

尚
ほ

他
の
當
事
者
聞

の
紛
争
も
右
に
準
じ
て
解
決
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
右
の
規
定
に
よ
り
、
仲
裁

裁
判
官
は
、

先
づ
爾
當
事
者
間
の
安
協
和
解
を
ば
か
り
、
之
が
成
ら
な
い
と
き
に
甫
め
て
判
決
を
下
す
の
で
あ
り
、
且

つ
こ
の
判
決

の
み
が
拘
束

力
を
有
し
、
前
の
調
停
は
爾
當
事
者

の
同
意
に
よ
つ
て
の
み
、
拘
束
力
を
有
す
る
、
純
粋
の
調
停
で
あ
る
。

而
し
て
裁
判
手
続

に
於

け
る
準
則
の
法
た
る
こ
と
も
、

一
慮
疑
な
い
の
で
あ
る
が
、
共

の
所
謂

の
意
義

に
至
つ
て
は
、
単
に

司

法
裁
判
と
匠
別
す
る
爲
め
の
語
と
解
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
裁
判
に
於
て
、
必
す
し
も
嚴
密
な
法
を
適
用
せ
す
、
必
要
に
よ
つ
て

は
、
或
種
の
友
晒　.臨
的
原
理
に
擦
る
こ
と
を
得
る
と
の
意
味
を
含
む
も
の
で
は
な
い
か
。
和
解
的
要
素
と
司
法
的
要
素
と
が
混
然
と
し

て
含
ま
れ
て
ゐ
た
同
時
代

の
仲
裁
判

決
に
於
、て
、
常
該
判
決
が

に
宣
告
せ
ら
れ
た

と
言
は
れ
、
同
様
に
叉
、
他
の

一
の
同
年
代

の
仲
裁
裁
判
條
約

(
媾
和
的
)
に
於
、て
設
定
せ
ら
れ
た

仲
裁
裁
判
は
、
等

 gem
ein M
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Z

w
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し
く
安
協
的
要
素
と
司
法
的
要
素
と
を
同
時
に
含
み
、
そ
の
場
合
當
該
判
決
は
、

み
稻
せ

ら

君
て
ゐ
な

尤
も
通
常
は
・
右
覧

る
如
く
・

の
暫

の
語
は
協

し
て
、
前
者
が
調
停
的

の
意
に

用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
故
に
、
後
者
に
同
檬
の
意
味
を
與

へ
る
こ
と
に
は
、
な
ほ
考
慮
の
除
地
が
あ
る
と
は
君

へ
、
專
ら
裁

判
に
対
立

す
る
調
停
に
つ
い
て

の
語

の
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
例
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

の

語
を
以
て
、
當
事
者
間
に
、
嚴
密
な
法
を
適
用
せ
す
、
事
實
的
和
合
と
し
て
の
平
和

の
實
現
と
い
ふ
目
的
に
添
ふ
裁
判
-判
決
を
下
す

の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
解
…樺
す
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
無
理
で
は
な
く
、
か
」
る
解
鐸
こ
そ
中
世
紀
仲
裁
裁
判

の
面
目
に
合
致
す

る
も
の
で
あ
ら
う
。

Q

一
三

七

・へ
年

八
月

三

十
n

、

皇
帝

力

ー

ル
四
世

が
徽

名

の
諸

侯

と

及

び

地

方

の
諸

都

市

と

の
附

に
下

し

た

男
二
⑦

で
あ

る
。

日
く

、

こり

一
三

ぺ
六

年

、九
月

十

一
日

、

ブ

ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
ダ

侯

、
爾

モ

ラ
ヴ

イ

ヤ
侯

、

ハ

ン
ガ

リ

ヤ

女

王
問

に
締

結

せ

ら
九
・た

も

の
で

あ

る
..

㈲

一
四

三
九

年

四
月

四

日

の
、

阜
.帝

ア

ル
ブ

レ
ヒ

ト
及

び
、

皇

后

.

ザ

ク

セ
ン
選
挙

侯

、

ザ

ク

セ

ン
公

、

チ

ユ
ー

リ

ン
ゲ

ン
領

主

、

ヘ
ッ

セ

ン
領

本
馨

の
間

の
同

盟
條

約

。

曰
く

又

曰
く

、

(
上

級

仲
裁

官

加

は

る
)
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術
、
一
四
〇
五
年
の
、
後
に
掲
ぐ
る
、
獨
逸
同
監
條
約
参
照
。

右
ぱ
仲
裁
裁
判

判
決
に
於
て
、
手
続

的
匠
別

が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
條
約
に
於

て
之
が
明
文
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
右

よ
り
敬
年
後

の

一
三
九

一
年
八
月
七
日
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
べ
ル
ヒ
と

エ
ス
リ
ゲ

ン
市
聞

の
六
ヶ
年
聞
休
戦
條
約

に
よ
つ
て
ビ
あ
る
。
本

條
約
は
同
形
式

の
仲
裁
條
歎
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
要
黙
を
拾
記
す
れ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。

○

此
の
如
き
制
度
を
、
第
十
四
世
紀
以
降
極
め
て
屡

々
行
は
れ
た
獨
逸

諸
侯
並
び
に
諸
都
市
間
の
聯
邦
條
約
叉
は
同
盟
條
約

に
し
て
初
め
て
取
り
入
れ
た
も

の
は
、

一
四
〇
五
年
九
月
十
四
日
の
も
の
で
あ

る
。
同
條
約

は
ヴ

ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ビ
伯
と
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
と
の
間
の
粉
孚
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
解
決
方
法
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

即
ち
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ビ
狛
の
…選
ぶ

一
名
の

の
外
、
雨
當
事
者
ぱ
夫
々

を
選
び
、

之
等
五
名

の
者
に
紛
争
の
解
決
を
委
肱
る
。
而
し
て

oder usssprechen." D
um

ont, op. cit., t. III,  lore p. X
L

V
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爾
後
獨
逸

諸
侯
並
び
に
諸
都
市
悶

の
同
盟
條
約
に
は
殆
ん
ど
常

に
同
様
の
條
欺

が
挿
入
せ
ら
れ
て
來
た
。
そ
の
中
に
於
て
注
目
す

べ
き
二
三
の
も
の
を
基
げ
て
見
よ
う
。

一
四
五
六
年
ボ

へ
、、、ヤ
王
と
ザ
ク
セ
ン
家
と
の
聞

の

に
於
て
は
、
各
々
二
名
の

を
選
び
、
之

を
し
て
調
停
に
努
め
し
め
る

若
し
調
停
に
成
功
し
な
か
つ
た
時
は
、
當
事
者
は

一
名

の

を
逡
び
、
前
の
四
名

の
者
を
そ
の
下
に
置

い
て
、
杢
脅

一
致
叉
は
多
数
決
に
よ
0
、
裁
判
を
下
さ
し
め
る

一
四
五
九
年
の
皇
帝

フ
レ
デ
リ
ツ
グ
と
ボ

ヘ
ミ
ヤ
王
ゲ
オ
ル
グ

と

の
悶

の

に
含
ま
れ
て
ゐ
る
仲
裁
條
歎
は
、

の
規
定
を
以
て
、
手
続

上
の
頂
別
を
認
め

て
ゐ
る
。
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."

D
um

ont, op. cit, t. II, lere partie, C
C

X
X

.

E
rbeinigung

schiedlich R
ete

(Fleiss tun die sache giatlich zurzchten)°

O
bm

an
(die

Sache in R
echte entscheiden)°

D
um

ont, op. cit. t. III, lere partie, C
L

X
X

X
IX

.

C
onfoederatio

"am
icabiliter, out per justitiam

, in defectum
 am

icabilis cornpositionis etc."

D
um

ont, op. cit, t. III, tere partie, C
X

C
I.



一
四
六
七
年

の
シ
ュパ
イ
ヤ
ー
司
敏
と
同
市
と
の
間
の
六
年
聞
の
同
盟
條
約
は
次
の
條
欺
を
含
ん
で
ゐ
る
。

十
五
世
紀
末
よ
り

一
例
を
と
れ
ば
、

一
四
人
九
年
四
月
の
、
マ
イ
ン
ッ
選
挙
侯
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
大
公
其
他

の
西
南
獨
逸
諸
侯
聞

の
同
盟
條
約

に
於
け
る
仲
裁
條
欺
の

一
節
は
次

の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
。

調
停
と
裁
判
と
の
手
続
的
匪
別
の
制
度
は
、
右
の
如
く
、
主
と
し
て
西
南
獨
逸

を
中
心
と
し
て
成
立
獲
展
し
、
第
十
五
世
紀
の
中

葉
以
後
、

一
方
北
伊
太
利
に
移
り
、
他
方
獨
逸

語
を
語
る
ス
イ
ス
の
諸
州
に
採
用
さ
れ
、
笙
十
六
世
紀
始
め
に
は
、
ス
イ
ス
杢
髄
を

 "D
arum

 sollen and w
ollen w

ir v-Jrn beyden T
heilen unser sehiedliche Freund / ...... zusam

m
en sch c'ken / 

Fleiss zu thun / die giitlich hinzulejen / and ob die G
iiltigkeit (lesen "G

'itlichkeit") nicht fo'gen w
iirde 

uns dann freundlichs rechtlichs A
usstrags darum

 vereinen."

I)um
ont, loc. cit., C

C
L

X
IX

.

 "sollen under U
nss / die / so alsso span m

iteinander gew
innen / Ihrne schidliche R

ate / an ain gelegen 

E
ndo / zusam

en schicken / and versuchen la3sen / U
nss giitlich and fruntlich darum

b m
iteinander zu 

betragen. W
a aber dieselben U

nser baid tayl R
ete alssden die giitlichkeit zw

ischen U
nss nit erlangen m

och-

ten ; So sollen and w
ollen w

ir / ...... benugen lassen • dess rechtlichen usstrags. u. s. w
."

I)um
ont, op. cit., t. III, 2O

m
e partie, C

X
X

V
III.



通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
に
及
ぶ
に
至
つ
た
。
そ
の
若
干
の
實
例
を
睾
げ
て
見
よ
う
。

一
四
四

一
年
、
ミ
ラ
ノ
公

と
ス
イ
ス
の

か
)
と
の
問
に
締
結
せ
ら
れ
た
媾
和
條
約

に
於
て
、
雨
當
事
者
は
各
々
二

名

の

を
選
び
、
次
の
如
く
紛
雫

の
解
決
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
ゐ
る
。

尤
も
四
名

の
者

の
意
見
合
せ
ぬ
と
き
は
、
別
に
選
ば
れ
る
第
五
者

が
参
加
し
て
決
定
す
る
。
而
し
て
右

の
裁
判
は
、

純
糎
の
司
法
裁
判
で
は
な
い
と
せ
ら
る
ゝ

黙
に
注
意
を
要
す
る
。

又
は
、
同
條
約

の
他

の
箇
所

に
見

る

の
有
す
る
怠
義
は
後
に
考
ふ
る
で
あ
ら
う
が
、
箪
に
法
又
は
正
義
に
よ
る
裁
判
で
な
い
こ
と

を
意
味
せ
し
め
得
る
語
で
あ
る
と
解
澤
し
得
る
。

一
四
六
七
年
同
じ
く

ミ
ラ
ノ
公

(
二
名
)
と
ス
イ
ス
聯
邦

(
七
州
)
と
の
問
の

は

一

の
常
設
仲
裁
裁
判
制
度
を
設
け
て
ゐ
る
が
、
そ
の

一
節
に
口
く
、

 U
rania (U

ri

C
onrnissarii, seu A

rb:tratores

  "et si poterunt aliquos per viam
 am

icabilem
 concordare, bene quidem

 ; ...... causae quae per am
icabilem

 

C
om

positionem
 non term

i nentur, ut sit sine ulteriori protractione, Justitia m
ediante, absque tam

en figura 

Juditii, sed sola facti w
ritate inspecta, valeant term

inari pariter et finiri."

(quintus)

"absque figura Juditii,"

"sine strepitu et figura Juditii"

D
um

ont, op. cit., t. III, lere partie, L
X

X
I.

Pax, L
iga et C

onfoederatio perpetua

 "(quattuor A
rbitri possint et debeant), quantum

 poterunt prim
o am

icabiliter, ac in concordia, et de am
i- 

cabili com
positione term

inare, et eradicare ; et casu quo dicti A
rbitri partes am

icabiliter concordare, et diffe-



ス
イ
ス
聯
邦
と

コ
ン
ス
タ
ン
ス
公
と
は

一
四
六
九
年
以
來
十
五
世
紀
末
迄
、
後
者

の
人
の
異
る
毎
に
、
二
回
同
盟
條
約
を
結
ん
で

ゐ
る
が
、
そ
の
何
れ
に
も
同
様
の
仲
裁
裁
判
條
欺
を
設
け
て
ゐ
る
。
最
初
の
も
の
」
一
節
を
基
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

佛
薗
西
に
つ
い
て
は
、

一
五

一
六
年
十

一
月
、

フ
ラ
ン
ソ
ア

一
世
と
ス
イ
ス
聯
邦
と
の
聞
に
締
約
せ
ら
れ
た
永
久
平
和
條
約
中
に

牧
録
さ
れ
て
ゐ
る
、
先
王
ル
イ
十
二
世
と
ス
イ
ス
聯
邦
と
の
仲
裁
裁
判
條
約

(年
代
不
明
)
の

一
條
歎

に
於
て
、
上
述
の
制
度
が
認

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
曰
く
、

 rentiarn sopire per com
positionern arnicabilem

 nequirent, quod tune controversiam
 ipsam

 cognoscant, et 

decidant de jure."

D
um

ont, op. cit., C
C

L
X

.

 "da son dann jetw
eder T

eil zw
en erber M

ann setzen / ...... die Sache unverzoglich uss zu sprechen / zu 

der M
ynne oder zu dem

 R
echten / oh sic die M

ynne nit finden m
ochten."

D
um

ont, op. cit., t. III, I re partie. C
C

L
X

X
X

I; ibid, t. III, 2i!m
e partie, L

X
 ; ibid, C

L
X

 V
III.

 T
outefois par le consentem

ent des deux Parties, pourront au com
m

encem
ent essayer d'appointer le diffe-

rent arniablem
ent, et si lesdites Parties n' y vouloient condescendre, alors et com

m
e dit est, pourront pro-

ceder juridiquem
ent et donner leur Sentence scion la rigueur de Justice, et l'avis de leur C

onscience."



以
上
に
於
て
知
る
事
を
得
る
如
く
、
仲
裁
裁
判
に
於
け
る
調
停
と
裁
判
と
の
手
続
的
匠
別
は
、
時
代
と
し
て
も
、
當
事
者
の
地
理

的
範
囲

に
し
て
も
、
限
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

B
、
調
停
と
裁
判
と
の
手
続
的
前
後
の
関
係

を
含
ま
ぬ
仲
裁
裁
判
。

若
し
中
世
國
際
仲
裁
裁
判
資
料
に
し
て
、
前
項
に
述
べ
た
如
き
、
頂
別
の
明
示
を
與

へ
て
ゐ
な

い
も

の
を
墨

げ
よ
う
と
す
れ
ば
、

到
底
本
稿
の
範
囲
内
に
牧
め
る
こ
と
を
得
な
い
。
蓋
し
そ
れ
等
の
資
料
は
結
局
中
世
紀
を
通
じ
て
の
殆

ん
ど
す

べ
て
の
仲
裁
裁
判
條

約
、條
歎
、判
決
等
に
亘
つ
て
了
ふ
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
軍
に
調
停
叉
は
法
若
く
は
正
義

(
即
ち
裁
判
)
に
よ
り
解
決
す
べ
し
と
し
、

或
は
仲
.裁
裁
判
官
を
同
時
に
調
停
者
と
稻
す
る
に
止
ま
る
も
の
之
で
あ
る
。

働
一

著

干

の
例

を
暴

ぐ

れ
ば

、

一
二
五

四
年

の
獨
逸

諸

司
教

、

諸

侯
、

諸

都

市

約

九

十

の
當

事
者

醐

の

は
、

紛

争

を

軍

に

或

は

に
よ

り
解

決

す

べ

き

も

の
と

し

た

の

み
で
あ

つ
た

。

の
塞
・げ

て
ゐ

る
實

例

を
籍

砂
來

れ

ば

.

一
三

三
四

年
佛

王

フ
イ

リ

ツ
プ

・
ド

・
ヴ

ア

ロ
ア
は

自
ら
、

と
稻

し

、

同

王

は
右

よ

り

二
年
前

、
或

る
事

件

に

つ

い
て

、

白

ら

を

と
聡

し

て
ゐ

る
。

こ

の
外

、
仲

裁

裁

判

官

の
稔

呼

の
例

の

み
を
基

ぐ

れ
ば

、
.

D
um

ont, op. cit., t. IV
,  lire partie, C

X
I.

Form
ula Pacis publicae

"per am
icabilem

 com
positionem

 vel per Justitiam
"

"per Jus aut per am
icabilem

 viam
"

"Philippe • • • • nom
m

e et esleu juge, traiteur et am
iable com

positeur"

"arbitre, arbitrateur ou am
iable com

positeur"

`arbiter, arbitrator, seu am
icabilis com

positor," "arbiter, et am
icabilis com

positor," "arbitrator, am
icabilis com

pos^toi



緻
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判
制
度
の
特
異
性

(野
見
山
〉

(第
六
巻

第
二
號

一
九
〇
)

四
四

e
t
 
d
i
f
i
n
i
t
o
r
,
"
 
 
"
M
e
d
i
a
t
e
u
r
 
e
t
 
A
r
b
i
t
r
e
,
"

.
長
い
實
例
と
し
て
は
英
佛
悶
の
紛
争
に
選
ば
れ
た
法
王
ボ
ニ
フ
ア
ス
ペ
世
の
場
合
で
、
"
a
r
b
i
t
e
r

e
t
 
a
r
b
i
t
r
a
t
o
r
,
 
l
a
u
d
a
t
o
r
,
 
d
i
f
f
i
n
i
t
o
r
,
 
a
r
b
i
t
r
a
l
i
s
 
s
e
n
t
e
n
t
i
a
t
o
r
,
 
a
m
i
c
a
b
i
l
i
s
 
c
o
m
p
o
s
i
t
o
r

(
叉
は
㊦
e
x
p
o
s
i
t
o
r
)
,
 
p
r
a
e
c
e
p
t
o
r
,
 
o
r
d
i
n
a
t
o
r
,

d
i
s
p
o
s
i
t
o
r
,
 
e
t
 
p
r
o
n
u
n
t
i
a
t
o
r

(更
に
加
へ
て
、
p
r
o
c
u
r
a
t
o
r
j
"

等
の
如
き
が
あ
る
。

從
つ
て
本
項
に
於

て
取
扱

ふ
に
適
す
る
問
題
は
、
實
に
裁
判
自
身
に
於
け
る
紛
争
の
解
決
原
理
が
必
す
し
も
法
的
で
な
く
、
事
實

的
で
あ
り
、
愛
協
的
で
あ
り
、
便
宜
的
で
あ
つ
た
事
實
の
有
も
明
瞭
な
る
場
合
を
検
討
す
る
に
在
る
。
か
」
る
事
實

の
認
識
は
次
の

諸
點

に
よ
り
可
能

で
あ
る
。
第

一
、仲
裁
裁
判
條
約
、條
欺
等
に
於
て
、
仲
裁
裁
判
が
法
叉
は
正
義
に
撰
ら
ぬ

こ
と
が
明
示
さ
れ
て
ゐ

る
場
合
、
第

二
、
仲
裁
裁
判
條
約
、
條
欺
等
に
於
て
、
法
又
は
正
義
を
適
用
せ
ぬ
事
が
明
示
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
が
、
仲
裁
裁
判
官
が

適
當
、
便
宜
叉
は
有
釜
と
信
す

る
所
に
從
つ
て
處
置
す
る
こ
と
㌧
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
、
第
三
に
、
現
實
の
.仲
裁
裁
判
判
決
に
於

て
、

事
件

の
内
容
に
よ
り
、
或
は
法
叉
は
正
義
に
基
づ
く
裁
判
を
下
し
、
或
は
勧
告

的
性
質
の
判
決
を
下
し
、
し
か
も
判
決
と
し
て
の
拘

束
力
は
當
然
に
有
し
て
ゐ
る
場
合
、
第
四
、
法
的
判
決
と
調
停
的
叉
は
勧
告
的
要
素
と
が
右
の
如
く
辮
別
し
難
く
、
漠
然
と
理
解
さ

れ
て
ゐ
る
場
合
で
、
仲
裁
裁
判
條
約
、
條
歎
、
仲
裁
判
決
な
ど
に
於
て
、
或
は
叉
、
仲
裁
裁
判

(叉
は
調
停
)
に
よ
り
締
結
せ
ら
れ

た
條
約
殊
に
購
和
條
約

(
前
章
参
照
)
に
於
て
、
調
停
と
構
せ
ら
れ
る
も
の
が
、實
は
調
停
者

の
命
令
即
ち
判
決
た
る
性
質
を
有
し
、

叉
調
停
と
稻
せ
ら
る

」
も
の
が
拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
の
明
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
あ
り
、
逆
に
判
決
自
ら
が
調
停
と
稻

せ
ら
れ
、

更
に
判
決
が
、
法
的
た
る
と
共
に
調
停
的
判
決
な
ど

x
言
は
れ
て
ゐ
る
場
合
が
之
で
あ
る
。
最
後
に
、
理
論
上
純
粋
な
調
停
が
拘
束

力
を
持

つ
に
至
つ
た
様
な
場
合
も
例
外
的
に
蝕
に
敏

へ
る
事
が
出
來
る
。
以
上
の
標
識
は

一
の
事
件
に
於
て
屡

々
結
合
し
て
存
す
る



(
最
後

の
場
合
を
除
き
)
が
故
に
、
夫

々
に
つ
い
て
實
例
を
示
す
こ
と
は
必
す
し
も
適
當
で
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
理
解
を
助
く
る

爲
め
に
、
以
下
凡
そ
右
の
順
序
に
よ
り
、
實
誰
的
検
証
を
爲
す
で
あ
ら
う
。

一
二
四
五
年

一
月
に
フ
ラ
ン
ド
ル
及
び

エ
イ
ノ
ー
伯
夫
人
の
子
二
名
と
、
同
夫
人
と
ダ
ム
ピ
エ
!
ル
の
ギ

ヨ
ー
ム
と
の
聞
の
子
数
.

名
と
の
問

の
右
伯
爵
領
領
有
問
題
に
關
す
る
紛
雫
に
つ
き
締
約
せ
ら
れ
た
仲
裁
裁
判
條
約
に
於
て
は
、
仲
裁
裁
判
官
た
る
聖

ル
イ
及

び
法
王
廃
使
節
オ
ド
は
、
事
件
を
法
に
よ
り
司
法
.的
に
解
決
せ
ざ
る
べ
き
事
を
明
ら
か
に
定
め
て
、
次

の
如
く
規
定
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。

叉
既
に
幾
度
か
引
用
し
た
、
か
の
、

一
二
九
八
年
の
英
國
王

エ
ド
ワ
ー
ド

一
世
と
佛
蘭
西
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
美

王
と
の
聞
の
.仲
裁
裁
判

事
件
に
就

い
て
見
る
に
、
仲
裁
裁
判
條
約
に
於

て
は
、
紛
雫
は

「
司
法
裁
判

の
響
と
姿
な
し

行
は
る
べ
し
と
な
し
、
ボ

ニ
フ
ァ
ス
八
世
の
與

へ
た
仲
裁
判
決
に
於
て
も
同
様
に
、

の
語
が
あ
る
の
で
あ

る
が
、
北
ハの
意
味
す
る
所
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉

の
み
で
は
な
ほ
曖
味
・を
冤
れ
な
い
に
し
て
も
、
同
じ
く
右

の
仲
裁
裁
判
條
約

に
於
て

 "quod secundum
 form

am
 Juris et Judicii non sit in hoc arbitrio  procedendum

, cum
 tota terra praedicta 

per viam
 Juris parti alteri debere cedere dignoscatur ; sed de terra praedicta debent taliter ordinare, quo 

utrique partium
 de dicta hereditate partem

 assignent, secundum
 quod eis videbitur L

onum
 esse."

D
um

ont, op. cit., t. I, 1%
re partie, C

C
C

L
X

V
I.

"sine strepitu et figura Judicii)

"absque figura Judicii"



「
法
秩
序
に
運
ひ
又
は
運
は
す
」

判
決
す
べ
き
事
を
定
め
て
ゐ
る
事
に
よ
つ
て
、
本
伸

裁
裁
判
に
於
け
る
判
決
の
準
擦
原

理
の
何
た
る
か
は
明
ら
か
に
知
り
得
る
。
加
之
、
前
揚

の
フ
ラ

ン
ド
ル
に
於
け
る
仲
裁
裁
判
條
約

の

の
有
す
る
意
味
と
の
聯
關
を
も
援
用
す
る
事
が
出
來
る
。
叉
現
に
法
王
の
判
決
は
、

専

ら
雨
當
事
者
聞
の
、
ひ
い
て
は
世
界
の
、
事
實
的
平
和
の
確
立
を
目
的
と
し
、
判
決
の
第

一
の
瓢
は
實
に
鼓

に
在
つ
た
。
叉
権
利

問
題
で
な
い
爾
家
の
婚
姻
が
判
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
之
亦
右
の
平
和
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
最

後
に
仲
裁
裁
判
官
の
稻
呼
に
至
つ
て
も
、
裁
判
官

た
る
こ
と
曳
調
停
者
た
る
こ
と
、
の
混
同
が
行
は
れ
て
ゐ

る
こ
と
は
既
に
前
に
蓮

べ
た
如
く
で
あ
る
。

◎

紛

ほ
後

掲

一
四

七

七
年

九

月

の
伊

太
利

に
於

け

る

一
平

利
條

約

の
仲
裁

傑
歎

参

照

。

更

に
、
前

掲
二

四

四

一
年

の
、・、
ラ

ノ
畜

と

λ
イ

ス
の
ウ

ーー

問

の
購
利

條

約

参

照
。

第

十
五
世
紀
に
於
て
も
、
例

へ
ば

一
四
四
四
年
の
本
稿
前
部
に
於
て
蓮

べ
た

13
は

、

一

(servato juris ordine, vel non servato)

 "secundum
 form

am
 Juris et Judicii"

D
um

ont, op. cit., t. I, 1re partie, D
L

. 

ibid., D
L

III.

"pro ipsorum
 quiete, ac proper() statu M

undi, et pro utilitate negotii T
errae sanctae." 

"Pronuntiam
us, ut inter eosdem

 R
eges fiat et sit perpetua et stabilis pax." 

"A
d hu jusm

odi autem
 pacem

 confirm
andam

, roborandam
 atque servandam

."

Sentence arbitT
ale et de Pacification



方
に
於
、て
司
法
的
裁
判
の
欲
求
を
示
し
、
然
し
他
方
に
於
て
は
、
事
實
的
平
和
達
成
の
爲
め
に
、
法
的
解
決

を
排
除
す
る
の
必
要
が

認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
該
判
決
の
序
文
に
當
る
部
分
に
於
て
、

と
あ
る
に
よ
つ
て
見
れ
ば
、
本
仲
裁
裁
判
が
専
ら
司
法
的
性
質
を
有
す
る
も
の
と
結
論
せ
ら
れ
得
る
か
に
思

は
れ
る
が
、
常
車
者
は

更
に
進
ん
で
、

と
あ
り
、
し
か
も
、
此
の
如
き
和
解
的
調
停
的
決
定
を
、
當
事
者
は
不
可
侵
的
に
遵
守
す
べ
き
義
務
を
負

ふ
も
の
故
、
軍
純
た
調
停

で
は
な
い
。
か
く
し
て
本
仲
裁
判
決
の
紛
争
解
決
の
原
理
は

一
方
法
的
た
る
と
共
に
、
他
方
法
的
決
定
の
外
要
協
に
あ
つ
た
と
言
ふ

ト

べ

き

で

あ

る

。

.

 "lesdites parties......eussent voulu, consenty et  accord6...... d'eux subm
ettre de tous debats actions et que-

relles ii notre O
rdonnance et Jugem

ent par droit et bonne disposition, et sur la peine......, de tenir et obser-

ver inviolablem
ent et A

 tousjours nostredite O
rdonnance, Jugem

ent et a droict, tant ce que par nous et 

nostredit C
onseil, sur lesbits debats et querelles seroit dit, prononc1, jug4 et I droict."

 "E
t m

esm
em

ent (considerant) que la voye de jugem
ent et h, droit est aucunem

ent dangereuse et la fin 

souventefois apres la sentence donnee 't peu de paix et dilection et A
 la fin s' en ensuit inconvenient, N

ous 

prierent et supplierent icelies parties, que pour m
ettre un accord et paix finale sur leursdits debats et que-

relles par am
iable et convenable traitt6, Iceux pacifier et du tout faire cesser."



判
決
内
容
を
見
る
に
、
判
決
の
條
項
に
於
て
、
當
事
者
が
爾
後
、

「平
和
と
善
き
愛
と
慈
愛
に
於
て
、
生
活
し
得
、
叉
し
か
す
べ

き
」
爲
め
に
・
判
決
を
下
す
も
の
と
せ
ら
魎
、
此
の
如
き
平
和
の
た
め
に
、
或
は
諸

々
の
権
利
の
抱
棄
を
命
じ
、
或
は
諸

々
の
義
務

の
解
除
を
定
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
り

同
じ
く
第
十
五
世
紀
の
、
而
も
後
半
に
於
て
、
伊
太
利
の
ル
カ

と
ジ
エ
ノ
ア
市

の

並
び
に

-と
の
間
に
北
伊
太
利
の
ヴ

ェ
ニ
ス
、

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、

ミ
ラ
ノ
、

フ
ヱ
ラ
リ
ヤ
、

モ
ン
フ
ェ
ラ
等
の
介
入
勧
告
に
基
い
て
締
結
せ
ら
れ
た

一
の
平
和
條
約
は
、
三
ケ
の
同
形
式
の
常
設
仲
裁
裁

判
像
欺
を
曾
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
一
つ
を
と
り
來

つ
て
見
る
に
、
當
事
者
は
過
去
、
現
在
、
未
來
に
於
け
る
當
事
者
聞
の
國
境
、
領

土
、
侵
筈
共
の
他
如
何
な
る
紛
争
に
る
と
を
同
は
す
、
之
を
仲
.裁
裁
判
に
附
す
る
こ
と
を
約
し
、
規
定
し
て
曰
く
、

D
um

ont, op. cit., t. III,  lere partie X
C

IX
.

"que . • • • puissent et doivent vivre en paix et bonne am
our et dilection."

perarum
 S. G

eorgii

(C
om

m
unitas L

ucensis)

C
om

m
une O

ppidi Petrae Sanctae -

O
fficium

 C
orn-

 "(com
prom

issum
 faciens......in quacum

que persona, L
ocum

, C
om

m
une, C

ollegium
, et U

niversitate,...... 

tanquam
 in A

rbitrum
, seu A

rbitros, et arbit: a:i rcm
, vel arbitratores am

icabiles com
positores, et bonos viros, 

ad videndum
, cognoscendum

, decidendum
 et term

inandum
 sum

arie difiniendum
 et com

ponendum
 de jure 

et de facto, de bon() et de equo, et de jure tantum
, seu de facto tantum

 sum
arie et de plano, alto et basso, 

sine strepitu et figura Judicii,......om
ni Juris statutorum

, seu C
onsuetudinis loci solem

nitate sublata, et alio



即
ち
仲
裁
裁
判
官
は
、
事
件
を

「
法
的
に
も
」

「
事
實
的
に
も
」
裁
決
し
得
る
の
で
あ
り
、「
司
法
裁
判
の
響

と
形
な
し
に
」

「
一

切
の
法
規
叉
は
地
方
慣
習
に
杢
く
擦
る
こ
と
な
く
」
、
自
己
の
欲
す
る
が
如
く
に
裁
判
し
得
る
と
い
ふ
の
で
あ

る
。
仲
裁
裁
判
と
調

停
と
の
混
然
た
る
こ
と
、
以
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
は
仲
裁
裁
判
が
必
す
し
も
法
に
よ
る
を
要
せ
す
と
O
明
白
な
定
め
の
あ
る
場
合
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
規
定
な
き
場
合
に
於

て
、
し
か
も
法
に
擦
る
こ
と
を
必
す
し
も
要
求
し
な
い
も
の
と
認
め
得
る
規
定
を
含
む
仲
裁
裁
判
條
約
叉
は
條
欺
が
あ
る
。

一
二
九

一
年

ス
イ
ス
の
ウ
リ
、

シ
ュ
ウ
イ
ッ
ッ
、
ウ
ン
テ
ル
ワ
ル
デ

ン
三
州
間
の
同
盟
條
約
中
の

一
條
歎
ぱ
、
紛
雫
は
、
最
も
愼
重

な
人
々
の
仲
裁
裁
判
に
よ
り
解
決
す
べ
く
、
仲
裁
裁
判
官
は

「
適
當
と
思
は
れ
る
所
に
從

つ
て
」

　
判

定

を

行

ひ
得

る

の
で

あ

る
。

ω
.

本
條
約

に
つ
い
て
は
原
資
料
な
き
爲

め
、
詳
し

い
黙
を
知

る
こ
と
が
出
來
な

い
が
、
判
決
そ
の
も

の
の
調
停
的
性
質
は
疑

ひ
得
な

い
。

一
三
六
五
年
三
月
、
佛
王
シ
ヤ
ル
ル
五
世
と
ナ
ヴ

ァ
ー
ル
王
シ
ヤ
ル
ル
悪
王
と
の
間
の
媾
和
條
約
に
於
け
る
仲
裁
裁
判
條
欺
は
、

quocum
que,  et qualitercum

que ipsis arbitrio, arbitris, et arbitratoribus etc, ut supra videbitur, ct placebit,•••."

D
um

ont, op. cit., t. III, 2m
e partie, X

.

(scion qu'il leur paraitra con-

venable)

L
ang-

lade, D
e la clause com

prom
issoire et des traites d' A

rbitrage perm
anent, cite par 13. Sax, H

istoire de 1' A
rbitrage 

international perm
anent, 1903, p. 7.



仲
裁
裁
判
官
と
し
て
選
ば
れ
た
法
王
は

「
合
理
的
と
思
は
れ
る
如
く
に
」

命

令
す
べ
き
も
の
と
定
め
て
ゐ
る
61

此
の
場
合
、
判
決

の
標
準
た
る

「
合
理
的
と
思
は
れ
る
如
く
」
と
は
、
必
す
し
も
嚴
密
た
意
味
で

の
正
義
や
法
を
意
味
せ
ぬ
事
は
、
ア
ヴ
.
・
二
・
ン
の
法
王
が
、
佛
蘭
西

の
利
益
を
計
る
地
位
に
あ
つ
た
事
が
明

か
で
あ
つ
た
事
、
更

に
佛
軍
は

コ
シ
ュ
レ
ル
の
戦
闘
に
於
て
大
勝
利
を
博
し
た
後
で
あ
つ
た
事
に
よ
つ
て
結
論
せ
ら
る
る
所
で
あ
る
。

=
二
八
六
年
五
月
、
ブ
ラ
ン
ヂ

ン
ブ

ル
グ
侯
、
爾

モ
ラ
ヴ

ィ
ヤ
侯
、

ハ
ン
ガ
つ
ヤ
女
王
等
の
間
の
仲
裁
裁
判
條
約
は
、
ボ

へ
、、、
ヤ

王
を
仲
裁
裁
判
官
と
し
て
指
定
し
、
之
を

と
稻
し
、
之
に

「
衡
平
並
び
に
理

性
に
從
つ
て
解
決
す
る
の
権
能
」

を
與

へ
て

ゐ
る
が
、
之
れ
の
み
で
は
杢
く
司
法
的
裁
判
と
認
む
べ
き
も
、
條
欺
は
更
に
附
言
し
て
、「
一
麿
有
釜
に
、

一
暦
適
當
に
、
且

つ
一
暦

便
宜
に
解
決
」
し
得
る
も
の
と
王
に
考

へ
ら
れ
る
如
く
に
決
定
し
得
る
こ
と
を
も
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る

他
面
そ

の

判
決
は

の
語
を
以

つ
て
よ
ば
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(si  com
m

e it lui sem
bleroit it faire de raison)

C
harles B

enoit, L
a politique du roi C

harles V
, Faris, 1836, p. 108 et suiv.

ibid, p, 115 ; H
enri M

artin, H
istoire de France depuis les tem

ps les plus recules jusqu'en 1769, nouv. ed., t. V
I,

P. 19.

arbitrator, am
icabilis com

positor et definitor

(potestas......diffiniendi secundum
 om

nem
 aequitatem

 et etiam
 rationem

)

(prout R
egio honori

suo, et notae suae M
ajestatis industriae videbitur, utilius, honestius, atque decentius expedire etc.)°

"fraternalis dispositio et ordinatio"

D
um

ont, op. cit., t. II, lire partie, C
X

L
V

.



一
四

四

一
年

、

オ

ラ

ン
ダ

、
ゼ

ラ

ン
ド

、
及

び

ブ
リ

ズ

と

、
北
獨
逸

の
リ

ュ
ー
ベ

ッ
ク

、

ハ

ン
ブ

ル
グ

、

ロ
ス

ト
・
ク

、

シ
ュ
ト
ラ

ー

ル
ズ

ン
ド

、

ウ

ィ

ス

マ
ー

ル
及

び

ル

ー
ネ

ブ

ル
グ

と

の
間

の
休

職

條

約

に

於

て

、

紛

雫

當

事

者

は
、

仲

裁

裁

判

官

と

し

て

、
各

々
五

つ

の
都

市

を

指

定

し
、

そ

の

中
各

當

事

者

の
選

ん
だ

二
都

市

、
計

四
都

市

に
よ

つ

て
仲

裁

裁

判

所
.は
成

立
す

る

こ

と

が
定

め
ら

れ

て

ゐ

る

が
、

裁

判

所

は
、
「
法

に

よ
り

、

或

は
そ

の
最

も

良

く

、

最

も

有

釜

で
且

つ
最

も

便

宜

で
あ

る

と
認

む

る
如

く

に
解

決

す

べ
き
」

も

の
で

あ

る

と
規

定

さ
れ

て

ゐ

る

次
に
第

三
の
場
合
と
し
て
、
仲
裁
判
決
に
於
て
、
事
件
の
内
容
に
よ
り
、
法
的
叉
は
勧
告

的
性
質
の
判
決

の
下
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
が
、
實
例
と
し
て
は
既
に
挙
げ

た
も
の
の
中
に
も

一
二
見
出
し
得
る
外
、

一
一
七
六
年
の
カ
ス
チ
ィ
ユ
王
と
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
王
間

の
仲

裁
裁
判
事
件
に
於
て
、
當
該
仲
裁
條
約
は

と
稻
し

て
、
司
法
的
裁
判
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
が
、
判
決
に
於
て
は
英
國
王

ヘ
ン
、リ
ー
は
、
當
事
者
並
び
に
基
督
敷
界
の
事
實

的
牛
和

の
た
め
に
、
本
任
務
を
引
受
け
た
事
を
述
べ
、
先
づ
第

一
に
、
當
事
者
間
に
平
和
を
命
じ
、
勧
告
し
て
ゐ
る

然
る
後
に
城
や

土
地
の
返
還
に
關
す
る
裁
判

が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
同
判
決
は

に
於

て
休
職
を
命
じ
、
更
に

(te sluyten m
et recht oft in' t gevoegh als hem

 best, nutste, ende oirbaerlijckst

duncken  sal of m
oghen)°

D
um

ont, op. cit., t. III, lere partie. L
X

X
III.

"ad hoc judicium
 percipiendum

 (recipiendum
audiendum

)"

(consulim
us et

praecipim
us......et m

andam
us ut pacem

 inter vos firm
etis in perpetuum

 et fideliter observetis)°

(judicium
)

ex Judicium



「
平
和
の
善
の
爲
め
に
」

(嘆
o
ぴ
o
口
。
冨
。房
)
金
銭
給
付
の
事
を

「
欲
し
且

つ
命
じ
」
て
ゐ
る

か
く
し
て
本
仲
裁
判
決
は
、
純
司
法
的
判
決
と
、
勧
告
的

(但
し
拘
束
力
あ
り
)
判
決
と
よ
り
成

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
又
、

一
二
七
六
年

の
ボ

ヘ
ミ
ヤ
王
と
皇
帝
と
の
間

の
媾
和
的
仲
.裁
判
決

に
於
て
は
、
第

一
に
、
両
者

聞

の
平
和
、
和
解
が

命
ぜ
ら
れ
、
第
二
に
、
ボ

ヘ
ミ
ャ
王
の
権
利
譲
渡
を
定
め
、
第

七
項
に
於
て
は
、
平
和
の
た
め
に
雨
家
の
婚
姻
を
命
じ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
純
輝
の
司
法
的
解
決
で
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

右
の
如
き
性
質

の
仲
裁
判
決
は
、
こ
の
外
中
世
紀
に
は
多
く
そ
の
例
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
蝕
に
は
之
れ
を
省
略
す
る
。

次

に
第
四
の
場
合
は
、
右

の
諸
場
合
の
外
に
於
て
、
或
る
明
確
さ
を
以
つ
て
、
調
停
と
裁
判
と
の
混
同
を
認
め
得
る
諸
々
の
場
合

を
含
む
。
之
れ
タ
ニ

々
實
例
に
つ
い
て
考

へ
て
見
よ
う
。

=
一=

五
年
十
二
月
、
ス
イ
ス
の
ウ
リ
、
シ
ュウ
ィ
ッ
、
ウ

ン
デ

ル
ワ
ル
ヂ

ン
三
州
聞
同
盟
條
約
中
の
仲
裁
條
欺
は
、
紛
雫
の
起
つ

た
場
合
、
司
法
叉
は
友
誼
的
解
決
に
よ
つ
て
解
決
す
べ
く
、
若
し

一
方
が
之
れ
に
依
ら
ぬ
場
合
は
、
第
三
州
は
他
方
を
援
助
す
る
事

を
規
定
し
た
外

(第
七
條
)
、
第
六
條
に
於
て
次

の
如
く
定
め
て
ゐ
る
。

(pro bono  pacis)
(V

olum
us etiam

 et praecipi-

m
us) °

D
um

ont, op. cit., t. I, lcre partie, C
L

X
V

II; C
L

X
V

III.

D
um

ont, op. cit., t. I, li re partie, C
C

C
C

L
.

"W
ere auch das sich dekein m

isshelle oder dekein K
rieg hucbe / oder uffcrstunde under dem

 E
idgenoss-



と
。
故
に
友
誼
的
調
停
の
提
案
に
対
し

て
、
紛
争

の

一
方
當
事
者
が
之
れ
を
承
認
す
る
と
き
は
、
他
方
常
車
者
も
輸
束
せ
ら
る
る
も

の
と
解
釈

せ
ら
る
る
。

二
二
七
四
年
八
月
ブ
ラ
バ
ン
公

(リ

ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
)
と
バ
イ

ヱ
ル

ン
公
と
の
間
の
講
和
條
約

(仲
裁
裁
判
判
決
た
る
も
の
)

偶
、
中
に
数

ケ
の
仲
裁
條
欺
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
第

一
條
を
見
る
に
、

と
あ
り
、
仲
裁
裁
判
官

(
上
級
仲
裁
官
を
加

へ
て
三
名
叉
は
五
名
)
の
行
爲
は
必
す
し
も
、

司
法
的
な
も

の

で
な

く
、

む

し

ろ

(
獨
逸
語
の

即
ち
和
解
調
停
の
意
味
を
持
ち
、
或
は
少
く
と
も
紛
争

の
虚
理
を
計
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

第
四
條
に
於
て
も
、
仲
裁
裁
判
官

(此
の
場
合
は
五
名
)
は
、
紛
争

し
、

す
る
迄
は
、
裁
判

の
場
所
を

去
る
こ
と
を
得
す
、
叉
散
會
す
る
こ
と
を
得
す
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
五
條
は
五
名
の
仲
裁
裁
判
官
の
命
令
に
從
ひ
云
々
と
言
ふ

en  / darzu sollen die besten and w
itzigsten c'enn khornen / and sollend die krieg and die m

isshelle schlich-

ten and hinle„en / nach M
inne oder nach R

echt ; and w
ederer theil this verspriichc / so sollen die ande-

ren E
idgenossen dem

 andern M
inne oder R

echtens beholfen sein / auf eines schaden der da ungehorsam
b 

ist."

D
um

ont, op. cit., t. I, 2' m
e partie, X

L
IX

.

 "sullen elck van Partyen een m
an oft tw

ee bew
egen, ende nem

en dat te verlijcken ende w
el daer inre 

geschit, des soude w
esen die H

eere vander L
eek, een O

verm
an dat te scheyden."

verlijcken
vergleichen)

verclaeren



に
対
し

第
六
條
は
仲
裁
裁
判
官

の
言
ふ
、
即
ち
命
令
す
る

す
る
所
に
從
ひ
、
爾
當
事
者
は
和
解
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
定
め
る

(
獨
逸
語
の

和
解
と
司
法
的
裁
判
と
の
区
別
な

き
の
み
な
ら
す
、
仲
裁
裁
判
は
飽
く
ま
で
裁
判

で
あ
り
な
が
ら
、
調
停
的
原
理
に
立
つ
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

一
三
七
八
年
の
皇
帝
ヵ
ー
ル
四
世
の

に
於
け
る
仲
裁
規
定
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
調
停
と
司
法

裁
判
と
が
混
然
と
し
て
、
仲
裁
裁
判
の
中
に
含
ま
れ
て
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
事
は
、

と
な
し
.
し
か
も
こ
の
判
決
は
、
別
に
爾
當
事
者

の
同
意
を
得
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
右
の

の

外

、

と
し
て
、
本
判
決
が
判
決
な
り
や
、
調
停
な
り
や
を
識
別
し
得
な
く
し
て
ゐ
る
。

(naer ordinantie der voorsz 4  R
aetslieden ende O

verm
ans)'

(seggen)

sijn hulperen tegen ons versoent

(daer m
ede sal die H

eere van G
em

ppe ende

versohnen) sijnde van desen saken)°

D
um

ont, op. cit., t. II, 1 tre partie, L
X

X
V

III.

Friedens-A
ussspruch

``W
ir um

b alle Z
w

eiungen, M
issheil, Stosse and K

riege......eyne ganze Sune and R
ichtigung m

it beyder

egenant T
aile W

issen and W
illen friintlichen and gentzlichen ussgesprochen and gem

acht haben"

"m
it beyder egenant T

aile

W
issen and W

illen"

"und die sic ouch of beide Seite ufgenom
m

en and gem
acht haben zu halc'en in gutem

 T
rew

en and ane

alles G
everde."D

um
ont, op. cit., t. II, i re pastie, X

C
IV

.



第
十
五
世
紀
に
入
つ
て
、
し
か
も
獨
逸

世
界
に
於
て
も
、
實
際

の
判
決
は
、
該
世
界
に
於
け
る
仲
裁
.裁
判
條
約
や
條
欺
等
の
規
定

に
拘
ら
す
、
調
停
と
司
法
判
決
と
の
匠
別
な
く
、
仲
裁
判
決
の
範
囲

の
中
に
両
者

は
等
し
く
含
ま
れ
、
叉
は
混
然
と
な
つ
て
ゐ
た
。

一
四
四
二
年
八
月
、
ヴ
晶
ル
ツ
ブ
ル
ヒ
司
敏
と
、
そ
の

O
曽皿
巳

と
の
聞

の
紛
争
に
対
し
、
皇
帝

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
三
世
の
與

へ
た

判
決
は

或
は

と
稻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

又

一
四

五
九

年

四

月
、

ボ

へ
、ミ
ヤ

王

ゲ

オ

ル

グ

と

ザ

ク

セ

ン
選
挙

侯

フ
リ

ー
ド

リ

ッ
ヒ

並

び

に

ザ

ク

セ

ン
公

ウ
ィ
ル

ヘ
ル

ム
と

の
聞

の
紛

争

に

劉

し

、

ブ

ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
グ
邊

境

伯

ア

ル
ブ

レ
ヒ

ト

の
下

し

た

る
判

決

は

、判

決

自

身

の
前

文

に

よ
れ

ば

,

一
面

調
停

の
如

く

に

し

て
、

し

か

も

他

面

拘

束

力

あ

る

も

の
と

し

て

焚

言

さ

れ

て
ゐ

る

。

 C
apitul

"synen gutlichen oder rechtlichen endlichen Spruch"
"sinen gutlichen and rechtlichen A

usspruch"

D
um

ont, op. cit., t. III, lere partie, L
X

X
X

II.

(R
ichtung)

 "W
ir......auf beider obgenenten Parthien freiindliches and giitliches V

erw
illen / m

it Ihr B
eyder W

issen 

and V
olw

ort / beteidingt haben ; Im
m

assen von stiicken zu stiicken hernach eigentlich geschrieben steht / 

U
nd obgenanten Parthien in ew

ig Z
eit durch B

ew
egelichkeit H

erzenlicher Frei and L
iebe deste vollkom

en-

licher bestandig / and zu guten freiintlichen W
esen behertet sein and bleiben m

ogen."

D
um

ont, op. cit., t. III, lere partie, C
L

X
X

X
V

III.



一
四

七

七

年

八

月

、

ザ

ク

セ

ン
選
挙

侯

エ
ル

ン
ス

ト
、

ザ

ク

セ

ン
公

ア

ル
ブ

レ
ヒ

ト
外

一
名

の
修

道

院

長

と

バ
バ

ル

シ
ュ
ク

。
ト

司

敢

及

び

そ

の
教

区

と

の
間

の
紛

雫

は
、

當

事

者

の
條
約

に
よ

り

解

決

さ

れ
、

し

か

も

ブ

ル

ン

ス
ウ

。
ッ
ク

公

ウ

ィ
ル

ヘ
ル

ム

の
調

停

に

よ

る
も

の

と

さ
れ

て

ゐ

る

が
、

内
容

は
、

調

停

者

の
提

案

通

り

で
あ

り

、

且

つ

と
あ
つ
て
、

一
の
調
停
的
判
決
と
認
め
ら
れ
得
る
。

こ

の
事

は
更

に
次

の
事

例

に

よ
り

明

ら

か

で
あ

る
。

即

ち

一
四

九

四

年

五
月

、

ブ

ル

ン

ス
ウ
。
ッ
ク
公

(
ハ
イ

ン
リ

ッ
ヒ

兄
弟

、

エ

ー

リ
ッ
ヒ
)

と
ブ

ル

ン

ス
ウ
ッ
ク

市

と

の
間

の
紛

争

に
対
し

、

マ
グ
デ

ブ

ル
グ

大

司
教

、

ブ

ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
グ
選
挙

侯

等

の
使

節

に

よ

つ

て
與

へ
ら

れ

た
仲

裁

裁

判

判

決

は

、

と
言
ぴ
、
判
決
そ
の
も
の
の
中
に
調
停
的
な
る
も
の
と
司
法
的
な
る
も
の
と
の
結
合
し
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し

て
ゐ
る
。

叉
少
し
く
湖
つ
て

一
四
七
八
年
に
佛
蘭
西

の
ル
イ
十

一
世
と
オ
!
ス
ト
リ
ー
公

マ
キ
シ
ミ
リ
ヤ
ン
と
の
間

に
締
結
せ
ら
れ
た

一
年

(V
erm

ittelung)

"W
ir......sie von  allen T

heilen aller ihren G
ebrechen giitlich gericht / geeinet and entscheiden"

D
um

ont, op. cit., t. III, 2em
e partie, V

II.

"sie dess m
ehrern T

heils ihrer C
ebrechen......giitlich gericht / entscheiden / and die so dariiber ausser-

halb der zum
 R

echten angestellt / righten / scheiden and stellen die dariiber zum
 R

echten an."

D
um

ont, op. cit., t. III, 2em
e partie, C

L
X

V
II.



間
休
戦
條
約
は
常
設
的
仲
裁
裁
判
條
欺
を
挿
入
し
て
ゐ
る
が
、

中
に
口
く
、
仲
裁
裁
判
官
は

と
。
調
停
者
則
仲
裁
裁
判
官
た
り
、
叉
逆
に
仲
.裁
裁
判
官
則
調
停
者
た

る
こ
と
、
此
の

一
節

に
牧
縮
さ
れ
て
、
中
世
國
際
仲
裁

裁
判

の
調
停
的
性
質
を
誠

に
端
的
に
表
明
し
て
ゐ
る
も
の
と
認
む

べ
き
で
あ

る
。最

後
に
、
理
論
上
純
粋

の
調
停

が
、
尚
ほ

且
拘
束
力
を
何
等
か
の
仕
方
で
有
す
る
場
合
が
あ
る
。
ヂ

ュ
モ

ン
條
.約
集
中
に
、
某
々

の
調
停
に
よ
つ
て
締
結
せ
ら
れ
た
條
約
と
し
て
掲
げ
ら
る
る
も
の
の
多
く
を
、
此
の
場
合
の
中
に
入
れ
る
事

が
出
來
る
の
で
あ
ら
う

が
、
そ

の
外

の
重
要
な
も
の
と
し
て
、
次
の
二
つ
を
墨
げ
る
に
止
め
る
。

一
は
本
稿
前
部
に
於
て
取
扱
つ
た
、

=
一=

七
年

の
フ
ィ
リ
ップ
長
身
王
と
フ
ラ
ン
ド
ル
と
の
聞

の
紛
争
に
關
す
る
。
當
該
條
約

に

よ
れ
ば
、

"ccrnc  M
ediateurs et arbitres

auront ruissance de juger, decider et determ
iner"

D
um

ont, op. cit. t. III, 2m
e partie, X

IX
.

 "sur les dictes seurtez, qui devront suffire soit pris le conseil de nostre Saint Pere devant diet, non m
ie 

com
m

e de Juge." ' ' "nous ne voulons, ne ri entendons de rien pour ce t faire nulle subm
ission, obligation 

ou lien, par quoy li dis nostre Sire le R
oy, li C

uens, les bonnes V
illes, et le Pays de Flandres soient ast- 

raincts ou tenus de suivre et tenir le diet conseil, m
ais selon ce qu'il sera leur pur et franche volonte."



と
あ
つ
て
、
法
王
の
意
見
は
、
単
純

な
意
見
で
あ
り
、
何
等
の
拘
束
力
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
叉
現
に
フ
ラ
ン
ド
ル
は
之
れ
に
從

は
す
に
法
王
の
前
を
退
去
し
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
佛
王
は
フ
ラ
ン
ド
ル
に
之
れ
が
運
守
を
要
求
し
、
叉
佛

王
に
つ
い
て
は
、
既

に
挙
げ

た
佛
國
諸
候
の
古日三
ニロ書
に
於

て
、
之
等
諸
侯
は
、
佛
王
が
若
し
右
の
意
見
に
服
せ
ぬ
と
き
は
、
之
れ

を
援
助
せ
ざ
る
べ
き
事

を
約
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
事
件
は
結
局

二
二
二
〇
年
に
至
つ
て
、

フ
ラ
ン
ド
ル
伯
も

フ
ラ
ン
ド

ル
諸
都
市
の
強
要
に
從

ひ
、
右
の
意
見
に
添
ふ
媾
和
を
行
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ

つ
た
。
本
事
件
は

の
み
な
ら
す
、
諸

々

の
國
際
法
史
家

に
よ
つ
て
中
世
紀
仲
裁
裁
判

の

一
事
例
と
し
て
基
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
條
約

が
英
國
北
ハ
の
他
の
列
國

の
仲
裁
裁
判
提
議
に
基
づ
き
締
約
を
見
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
事
實
、
意
見
と
裁
判

と
は
條
約
に
於
て
明
確

に
頂
別
さ
れ
て
ゐ
る

に
し
て
も
、
仲
裁
裁
判

と
意
見
と
の
区
別
は
必
す
し
も
中
世
紀
、
し
か
も
十
四
世
紀

の
西
欧
に
於
て
は
明
瞭

に
観
念

さ
れ
て
ゐ
な
か

つ
た
事
、
及
び
右
意
見
を
め
ぐ
る
輿
論

の
強
制
等
を
考
慮
す
る
と
き
、
本
事
件
を
以
て

一
の
中
世
仲
裁
裁
判
事
件
と
し
て
、
し
か
も

中
世
的
仲
裁
裁
判
観

の
調
停
的
側
面
を
張
調
し
た
も
の
と
し
て
、
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
は
な
い
か
と
思

ふ
。

最
後
に
挙
げ

て
ゐ
る
例
で
あ
る
が
、
ア
ン
リ
四
世
は
ヴ

ェ
ニ
ス
共
和
國
と
法
王
ポ
ー
ル
五
世
と
の
闇
に
、
調
停
者

と
し
て
意
見
を
出
し
た
。
然
る
に
法
王
は
自
己
の
防
禦
に
つ
き
ス
ペ
イ
ン
を
當
に
し
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
ア

ン
リ
四
世
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
軍
傭
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ス
イ
ス
に
対
し
、

一
萬

の
兵
の
徴
稜
を
獲

る
た
め
の
提
議
を
行
ひ
、
か
く
し

て
法
王
は
、
佛
王
の
欲

Pandectes francaises

D
um

ont, op. cit., t. I,  2cm
e partie, L

X
IX

 ; H
. M

artin, op. cit., t. V
, p. 255.

Pandectes fran;aises "suivant leur pleine et franche volonte"

M
6rignac



す
る
如
く
に
行
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
本
事
件
は
嚴
密
た
意
味
で
中
世
紀
に
属
せ
し
め

る
事
の
困
難
な
も
の
で

あ
る
が
、
な
ほ
調
停
と
仲
裁
裁
判

の
現
實
的
混
同
の

一
例
と
し
て
、
右
の
學
者
に
從
ぴ
舷
に
墾
示
し
て
置
く
次
第
で
あ
る
。

A
.
 
 
M
C
r
i
g
n
a
c
,
 
l
o
c
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
 
4
1
.

(
昭

一
一
・
三

・
一
〇
)

殴
羅
巴
中
世
紀
國
際
仲
裁
裁
判

制
度

の
特
異
性

(
野
見
山
)

(
第

六
雀

第

二
號

二
〇

五
)

五
九


